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家庭用燃料電池の設置費を補助

富田林ドリームフェスティバル

６月は環境月間です

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ５

Ｐ６・３２

Ｐ１２

Ｐ１９～３１
本市の人口と世帯数（２８年４月３０日現在）
人口　１１万４５２８人（男性５万４３２４人、女性６万２０４人）

世帯数　５万３４９世帯

４４月月２２８８日、防犯カメラ設置による「安全・安心なまちづくり」の推進に関する協定日、防犯カメラ設置による「安全・安心なまちづくり」の推進に関する協定をを
締結しました。締結しました。                       　　　　　　　　　　　　　　　　   ※関連記事２ページ※関連記事２ページ
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近
年
、
街
頭
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
情
報
が
、

犯
罪
な
ど
事
件
の
早
期
解
決
に

つ
な
が
る
例
が
増
加
し
て
お

り
、
犯
罪
発
生
の
大
き
な
抑
止

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
月
　
日
、
住
民

２８

の
安
全
確
保
と
街
頭
犯
罪
な
ど

の
抑
止
を
図
り
、
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
富
田
林
警
察
署
と
本
市
、

太
子
町
、
河
南
町
、
千
早
赤
阪

村
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ

る
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
警
察
署
と
管
内
に
あ
る
複
数

の
市
町
村
が
合
同
で
、
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
す
る
の
は
府
内
で
は
初

め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
横
断
的
な

連
携
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的

な
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
運
用

が
期
待
で
き
ま
す
。

市
内
１
０
０
カ
所
に
市
設
置

型
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

　
富
田
林
警
察
署
と
連
携
し
た

　
年
度
緊
急
対
策
事
業
と
し

２８て
、
市
内
危
険
箇
所
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
や
通
学
路
、
公

園
、
乗
降
客
が
集
中
す
る
駅
前

な
ど
市
内
1
0
0
カ
所
に
市
設

置
型
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
す
。

　
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
富
田

林
警
察
署
の
全
面
協
力
を
得

て
、「
犯
罪
防
止
、
犯
罪
抑
止
な

ど
防
犯
対
策
と
し
て
最
大
限
の

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
」
ま

た
、「
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
の

捜
査
に
貢
献
で
き
早
期
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
」
な
ど
を
勘
案

し
、
順
次
設
置
場
所
を
選
定
し

設
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
引
き
続
き
犯
罪

が
起
こ
り
に
く
い
環
境
整
備
を

実
施
し
、
防
犯
対
策
の
さ
ら
な

る
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
４
１
）

塞
な
ど
の
検
査
や
血
管
内
治
療

を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

緊
急
を
要
す
る
心
臓
疾
患
に
も

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

る
他
、
循
環
器
疾
患
の
早
期
発

見
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
富
田
林
病
院
で
は
、
循
環
器

内
科
診
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
最
新
鋭
の
ア
ン
ギ

オ
装
置
（
血
管
造
影
装
置
）
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
カ
テ
ー
テ
ル

を
用
い
た
、
狭
心
症
・
心
筋
梗

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメラララララララララララララララララララララ設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置ににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ防犯カメラ設置によるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

最
新
鋭
の
ア
ン
ギ
オ
装
置
（
血
管
造
影

装
置
）
を
導
入

アンギオ装置（血管造影装置アンギオ装置（血管造影装置））

　
富
田
林
病
院
で
は
、
今
後
も

医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
病
院

〔

　
１
１
２
１
〕

（２９）

住所や氏名に変更があった場合は        
マイナンバーカードなどの変更手続きを

　住民異動の届け出（転出届・転入届・転居届など）

や婚姻などにより住所・氏名に変更があった場合に

は、マイナンバーの「通知カード」や「マイナンバー

カード」、「住民基本台帳カード」に記載されている住所・氏名を最

新のものにしておく必要があります。

　住民異動の届け出や婚姻届の提出などの手続きで窓口へお越し

の際には、各カードの住所・氏名の書き換えも併せてしますので、

忘れずに持参してください。　

※各カードの住所・氏名の書き換えは、市役所１階市民窓口課で

のみ受け付けます。

マイナンバーカードの申請手続きを

　２７年１１月末から１２月中旬にかけてお届けした「通知カード」に

添付された申請書に必要事項を記入し、証明用写真を貼って、同

封の返信用封筒で郵送してください。

　スマートフォンやパソコンなどからの申請も可能です。詳しく

は「通知カード」に同封の案内、またはマイナンバーカード総合

サイト〔https://www.kojinbango-card.go.jp/〕をご覧ください。

※申請書を紛失された場合や、申請書に記載されている内容（住

所・氏名など）に変更があった場合は、市民窓口課（内線１３１、１３２）

までお問い合わせください。

■マイナンバーカードを取得するメリット

・公的な身分証明書として利用できます。

・コンビニエンスストアなどで、「住民票の写し」「印鑑登録証明

書」「市・府民税証明書（現年度分）」が取得できます。

・各種行政手続きのオンライン申請が利用できます。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）、マイナンバー総合フ

リーダイヤル〔０１２０(９５)０１７８〕

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病

富
田
林
病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

～
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
を
再
開
し
ま
し
た
～



３

　
４
月
　
日
に
発
生
し
た
、
熊

１４

本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
７
の
地
震
以
降
、
熊
本
県
、

大
分
県
を
中
心
に
相
次
い
で
地

震
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
地

域
の
一
日
も
早
い
復
興
の
た
め
、

４
月
　
日
に
支
援
対
策
本
部
を

１８

設
置
し
、
被
災
地
支
援
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
　
日
現
在
の
本
市
に
お

１９

け
る
取
り
組
み
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

義
援
金
の
受
け
付
け

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
義
援

金
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
　
日
現
在
で
、

１９

市
民
の
皆
さ
ん
や
町
会
（
自
治

会
）
、
企
業
な
ど
か
ら
４
４
１

万
９
４
３
７
円
の
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
　
日

ま
で

３０

受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
地
域

福
祉
課
、
金
剛
連
絡
所

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
ま
で
受
け
付
け
。

３０

※
こ
の
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
控
除
を
受
け
る

に
は
受
領
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
義
援
金
受
け
付
け
の

際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
で
の
、
義
援
金
の

受
付
口
座
な
ど
詳
し
く
は
、
日

本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.jrc
.o
r.jp
/c

o
n
trib
u
te
/h
e
lp
/２
８
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

募
金
箱
の
設
置
　
市
内
公
共
施

設
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
設
置
場
所
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
「
熊
本
地
震
関
連
情

報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

市
か
ら
の
見
舞
金
な
ど

　
４
月
　
日
、
市
長
が
熊
本
県

２６

大
阪
事
務
所
を
訪
問
し
、
熊
本

県
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
、
市
か
ら
の
見
舞
金

１
０
０
万
円
と
市
議
会
お
よ
び

市
職
員
に
よ
る
義
援
金
　
万
円

６０

を
同
事
務
所
長
に
直
接
手
渡
し

ま
し
た
。

人
員
派
遣

　
４
月
　
日
に
、
第
１
次
緊
急

１６

消
防
援
助
隊
（
救
急
隊
、
１
隊

３
人
）
を
派
遣
し
、
熊
本
県
阿

蘇
郡
南
阿
蘇
村
に
お
い
て
、
倒

壊
家
屋
に
お
け
る
人
命
検
索
・

救
護
活
動
を
は
じ
め
、
避
難
所

に
お
け
る
住
民
の
救
護
活
動
や

「
平
成
　
年
熊
本
地
震
」
へ
の

２８

　
　
　
　
　
本
市
の
取
り
組
み
状
況

医
療
機
関
へ
の
搬
送
の
任
務
に

あ
た
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
４
月
　
日
に
、
第
１

１９

次
緊
急
消
防
援
助
隊
の
交
代
要

員
と
し
て
、
第
２
次
緊
急
消
防

援
助
隊
（
１
隊
３
人
）
を
派
遣

し
ま
し
た
。

被
災
者
の
受
け
入
れ
体
制
 

　
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
準
備

と
し
て
、
市
営
住
宅
の
確
保
と

と
も
に
、
生
活
用
品
の
準
備
を

「富田林市新たな総合ビジョン」
の策定に向けたアンケート調査
およびワークショップにご協力
を

　本市では、「第４次富田林市総合計画」

の計画期間が２８年度までとなっているこ

とから、今後のまちづくりの指針となる

「富田林市新たな総合ビジョン」の策定

に取り組んでいます。

　このたび、「富田林市新たな総合ビジョ

ン」の策定に向けて、市民の皆さんから

幅広いご意見をいただくため、アンケー

ト調査およびワークショップを実施しま

す。

　無作為に抽出された人にアンケート調

査票やワークショップへの参加依頼書を

郵送しますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　政策推進課（内線５１５）

（
５
月
　
日
現
在
）

１９

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
生
活
支
援
員
を
配
置
し
、

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

支
援
物
資

　
被
災
地
で
は
物
資
不
足
が
解

消
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

し
ば
ら
く
の
間
、
支
援
物
資
の

受
け
付
け
を
見
合
わ
せ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被

災
地
か
ら
の
要
請
状
況
を
踏
ま

え
、
府
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
支
援
に
関
す
る
最
新
情
報

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
「
熊
本
地
震
関
連
情

報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
支
援
対
策
本
部

（
内
線
９
５
０
１
）



４

後期高齢者の歯科健診が始まり

ます

　後期高齢者の口腔機能の低下や肺炎などの

疾病を予防するため、６月１日より、歯科

健診を実施します。

実施期間　６月１日～２９年３月３１日

※実施医療機関は、４月下旬に送付した、後

期高齢者医療健康診査受診券に同封のチラシ

をご覧ください。

内容　問診、口腔内診査

対象者　本市に住民登録をしている、次の生

年月日の人

・昭和１５年４月２日～１６年４月

１日生まれの人

・昭和１０年４月２日～１１年４月

１日生まれの人

費用　無料（実施期間内に１回）

※ただし、治療にかかる費用は

有料。

持ち物　後期高齢者医療被保険者証

申し込み　６月１日～、実施医療機関へ　

※生活保護世帯の人は、保健センター〔(２８)

５５２０〕へ。

問い合わせ　対象者かどうかや受診方法つい

ては、福祉医療課（内線１５８、１５９）、健診の内

容については、保健センター

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
今
夏
に
実
施
さ
れ
る
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
選

挙
権
年
齢
が
「
満
　
歳
以
上
」

１８

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
投
票
日
に
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
不
在
者
・
期
日
前
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
有
し
、
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い

る
人
は
、
再

度
申
請
が
必

要
で
す
。

※
投
票
用
紙

は
、
同
証
明

書
を
添
え
て

投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
同
委

員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者

投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投

票　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
郵
送
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所

で
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用

務
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に

該
当
し
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
選
挙
期
日
の
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
～
選
挙
期
日
の

前
日
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

※
基
本
的
な
投
票
手
続
き
は
、

投
票
日
の
投
票
所
に
お
け
る
投

票
手
続
き
と
同
じ
で
す
。
た
だ

し
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。　

■
手
話
通
訳
者
の
派
遣

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
手
話
通

訳
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
な
ど

の
郵
送

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
に
は
、
府
選
挙
管
理
委
員
会

〔

０
６
（
６
９
４
４
）
９
１

１
８
〕
か
ら
選
挙
公
報
や
投
票

方
法
な
ど
を
録
音
し
た
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」、

ま
た
は
点
字
版
の
選
挙
公
報
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
同
委
員
会
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

申
し
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
に

は
こ
れ
ま
で
通
り
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
〔（
内
線
４
８
６
）
・


　
３
９
０
０
〕

（２４）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す

～
選
挙
権
年
齢
が
「
満
　
歳
以
上
」
に
な
り
ま
す
～

１８
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　　　　の設置費を補助します

●
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

住
宅
用
太
陽
光
発
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ

シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

補
助
対
象
　
住
宅
の
屋
根
な
ど

へ
の
設
置
に
適
し
た
逆
潮
流
あ

り
で
連
携
し
、
太
陽
電
池
の
最

大
出
力
が
　
㌔
ワ
ッ
ト
未
満
の

１０

シ
ス
テ
ム
（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者

◆
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う

と
す
る
人

◆
市
内
に
、
対
象
シ
ス
テ
ム
付

き
住
宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
人

◆
自
ら
が
所
有
し
、
事
業
に
供

し
て
い
る
市
内
の
建
築
物
を
、

災
害
時
に
緊
急
的
な
一
時
避
難

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
本
市
と
協
定
を
締
結
し
、

当
該
建
築
物
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
新
設
す
る
人

※
い
ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な

い
人
で
、
　

年
４
月
１
日
か
ら

２８

　
年
３
月
　
日

ま
で
に
対
象

２９

３１

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会

社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し

た
人
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す

る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
過

去
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

補
助
件
数
　
１
５
０
件
程
度

補
助
金
額
　
対
象
シ
ス
テ
ム
の

最
大
出
力
１
㌔
ワ
ッ
ト
に
つ
き

３
万
円
で
、
上
限
９
万
円
（
３

㌔
ワ
ッ
ト
）
ま
で

●
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電

家
庭
用
燃
料
電
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池

補
助
対
象
　（
一
社
）燃
料
電
池

普
及
促
進
協
会
の
民
生
用
燃
料

電
池
導
入
支
援
補
助
金
の
補
助

対
象
設
備
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
機
器（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者

◆
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
設
備
を
設
置
し

た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う
と
す

る
人

◆
市
内
に
、
対
象
設
備
付
き
住

宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は
購
入

し
よ
う
と
す
る
人

※
い
ず
れ

も
市
税
の

滞
納
が
な

い
人
で
、

同
補
助
金

の
交
付
決

定
を
受
け
、
対
象
設
備
を
取
得

し
た
日（
同
補
助
金
に
係
る「
取

得
財
産
等
管
理
台
帳
」
に
記
載

さ
れ
た
取
得
年
月
日
）
が
　
年
２８

４
月
１
日
以
降
の
人
に
限
り
ま

す
。

補
助
件
数
　
１
０
０
件
程
度

補
助
金
額
　
５
万
円

申
し
込
み
　

い
ず
れ
も
７
月
１
日

～
　
年
２９

３
月
　
日

（
土
・
日
曜
日
、

３１

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）
ま
で
に
申
込
用
紙

３０

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

家
庭
用
燃
料
電
池
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
家
庭
用
燃

料
電
池
の
設
置
に
要
す
る
経
費

の
一
部
補
助
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

書
類
を
添
付
し
て
市
役
所
４
階

み
ど
り
環
境
課（
７
月
１
日

、

午
前
９
時
～
正
午
の
み
市
役
所

地
下
北
館
会
議
室
）
へ
持
参

※
申
し
込
み
は
一
人
に
つ
き
一

申
請
と
し
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま

す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き

　「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
」
の
市
役
所
の
受

付
場
所
が
６
月
６
日

～
、
地

下
9
0
４
会
議
室
か
ら
２
階
特

設
受
付
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
剛
連
絡
所
2
階
特

設
受
付
で
の
申
請
受
け
付
け
を

６
月
　
日

を
も
っ
て
終
了
し

３０

ま
す
。

　
支
給
対
象
者
か
ど
う
か
の
確

認
や
申
請
書
の
必
要
な
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
の
要
件
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
地
域
福
祉
課
」
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
　
８
月
２
日

ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
で

5
8
4
・
８

５
１
１
常
盤
町

１
の
１
　
臨
時

福
祉
給
付
金
支

給
担
当
へ
　

※
市
役
所
お
よ
び
金
剛
連
絡
所

2
階
特
設
受
付
窓
口
へ
の
持
参

も
可
（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
。
た
だ
し
、
金
剛
連

３０

絡
所
は
６
月
　
日

ま
で
）。

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
0
7
７
）
７
６
５
〕

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」

　
　
　
　
　
　
の
受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

ま
せ
ん
。

※
申
込
用
紙
お
よ
び
申
込
要
領

は
６
月
　
日

～
、
み
ど
り
環

２４

境
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
み
ど
り
環
境
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
4
3
2
）



６

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の

　
　
　
作
成
を
支
援
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
防
災
に
関
す

る
共
同
作
業
を
通
し
て
、
町
内

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
や
、
地
域
に
お
け
る
防

災
対
策
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
の
地
域
内
の
危
険
箇
所
や

近
隣
の
待
避
場
所
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
情
報
を

地
図
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
地
図
に
市
が
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
載
し
た
も
の
を
、
防

災
マ
ッ
プ
と
し
て
世
帯
数
分
印

刷
し
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
皆
さ

ん
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
ま
た
は
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構

成
す
る
連
合
体

※
規
模
の
小
さ
い
町
会
（
自
治

会
）
に
つ
い
て
は
、
隣
接
町
会

（
自
治
会
）
と
合
同
で
の
作
成

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
６
月
６
日

～
７

月
　
日

ま
で
に
危
機
管
理
室

２０
（
内
線
９
５
０
２
）
へ

※
作
成
に
は
、
所
定
の
手
続
き

地域防災訓練補助金の活用を

　大規模災害発生時は、自助や共助といった地域

での助け合いの行動が減災につながります。

　そのためには、日頃から 地域コミュニティーの

形成を図ることが重要です。

　災害時にはほとんどの市立小学校が指定避難所

となっており、本市では地域防災力の強化を支援

するため、小学校区単位で実施する防災訓練に対

して補助金を交付しています。この補助金を活用

し地域ぐるみで災害時の対応を身に付けましょう。

補助対象事業　小学校区単位で実施する避難訓

練、消火訓練、救急救助訓練などの防災訓練

補助対象団体　１小学校区内の複数の町会（自治

会）による連合体、または町会（自治会）を含む

複数の団体で構成する連合体

補助金額　１０万円を限度に１団体につき年１回

申し込み　危機管理室（内線９５０２）へ　

※交付には、所定の手続きが必要となりますの

で、必ず事前にお問い合わせください。

　
富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ー

グ
公
式
戦
「
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
」
Ｖ
Ｓ
「
広
島
東

洋
カ
ー
プ
」
）
で
催
さ
れ
る
次
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

①
選
手
の
花
道

　
花
道
を
作
っ
て
、
守
備
に
つ

く
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手
を
送

り
出
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日


２３

②
ス
タ
メ
ン
キ
ッ
ズ

　
守
備
に
つ
く
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

の
選
手
を
守
備
位
置
で
出
迎
え

ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日


２３

③
ペ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
試
合
開
始
前
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日


２４

※
い
ず
れ
も
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ
　
富
田
林
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
ス
タ
ジ
ア
ム

対
象
者
　
い
ず
れ
も
本
市
在
住

の
当
日
の
試
合
観
戦
者
で
、
①

は
小
学
１
～
３
年
生
、
②
は
小

学
４
～
６
年
生
、
③
は
ボ
ー
ル

（
硬
球
不
可
）
と
グ
ラ
ブ
を
持

参
で
き
る
人
の
ペ
ア

定
員
　
①
　
人
、
②
　
人
、
③

２０

１０

　
組
　

３０参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
６
月
　２０

日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）
と
返
信
用
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、

５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
生
涯
学

習
課
〔

　

０
３
９
０
〕
へ

（２０）

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
一
人
（
一
組
）

一
通
ま
で
。

※
結
果
は
　
日

ま
で
に
、
返

２７

信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習

課
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
８
月
に
作
成
支
援
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
完
成
は
　
年
３
月
頃
を
予

２９

定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
に
お
い
て
町
会
（
自

治
会
）が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
会
（
自
治
会
）
で
は
、
地

域
の
集
会
所
、
防
犯
灯
、
ご
み

置
き
場
な
ど
の
維
持
管
理
や
、

地
域
美
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
、

防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
町
会
（
自
治
会
）
は
、
最
も

身
近
で
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
存
在
で
、
地
域
住
民
の

支
え
合
い
が
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

に
町
会
（
自
治
会
）
活
動
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
町

会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

町
会（
自
治
会

町
会（
自
治
会
））

に
ご
加
入

に
ご
加
入
をを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

７月２３日、２４日開催

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィバババババババババババババババババババババババババババババ富田林ドリームフェスティバルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
～当日のイベント参加者を募集～
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７

支
援
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。

③
避
難
勧
告

　
人
的
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
の

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
避
難
支
援
者
は
避

難
行
動
要
支
援
者
を
避
難
所
へ

避
難
さ
せ
る
た
め
の
支
援
行
動

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

④
避
難
指
示

　
避
難
所
へ
の
避
難
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。
避
難
中
ま
た
は

避
難
を
開
始
し
て
い
な
い
人

は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
い
と
ま
が
な
い
場

合
は
、
命
を
守
る
た
め
の
最
低

限
の
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
伝
達
方
法

■
防
災
無
線
に
よ
る
伝
達

■
市
消
防
団
、
市
広
報
車
に
よ

る
伝
達

■
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー
ル
の

配
信

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
a

u
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
配
信

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ

リ
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
情
報
」

へ
の
配
信

■
町
会
（
自
治
会
）、
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
の
連
絡

■
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
福
祉
関

係
者
へ
の
連
絡
　
　
　

■
６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

　
近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
長
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

場
所
な
ど
を
、
こ
の
機
会
に
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
雨
の
量
や
周
り
の
現
象

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
情
報
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
取
っ
て
い
た
だ
く
行

動　
次
の
情
報
を
原
則
段
階
的
に

伝
達
し
ま
す
。

①
避
難
準
備
情
報

　
家
族
と
連
絡
を
取
っ
た
り
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
た

り
す
る
な
ど
、
避
難
の
準
備
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

避
難
支
援
者
は
避
難
行
動
要
支

援
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の
支

援
行
動
の
準
備
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

②
一
時
避
難
情
報

　
人
的
被
害
を
避
け
る
た
め
、

自
宅
内
の
で
き
る
だ
け
高
い
所

な
ど
へ
、
一
時
的
に
自
主
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難

支
援
者
は
避
難
行
動
要
支
援
者

を
必
要
最
小
限
の
移
動
で
安
全

な
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
の

　
近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
に

よ
り
全
国
各
地
で
床
上
浸
水
や

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
り
雨
が
増
え
る
季
節
を
迎

え
ま
す
が
、
地
震
と
違
い
、
水

害
や
土
砂
災
害
は
あ
る
程
度
の

予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
な
ど
を
確
認
し
、
非
常
持

ち
出
し
品
の
用
意
を
す
る
と
と

も
に
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
な

ど
の
入
手
方
法
を
確
認
す
る
な

ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象
情

報
な
ど
を
早
期
に
収
集
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
取
る
こ
と
で

被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
こ
ま
め
に

情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
害
対
策
　

　
本
市
で
は
、
石
川
、
佐
備
川
、

千
早
川
、
梅
川
、
太
井
川
、
宇

奈
田
川
お
よ
び
東
除
川
の
流
域

に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区
域
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
川
は
「
洪
水
予
報
河
川
」
と

し
て
「
は
ん
濫
注
意
、
避
難
判

断
、
は
ん
濫
危
険
」
な
ど
の
判

断
基
準
と
な
る
水
位
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ

り
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
危

険
水
位
を
超
え
た
場
合
、「
避
難

勧
告
」
な
ど
の
避
難
情
報
を
対

象
地
域
へ
発
令
し
ま
す
。

土
砂
災
害
対
策
　

　
長
時
間
雨
が
降
っ
て
い
る
場

合
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
は
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
避
難
勧
告
」

な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
府
と
気
象

庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情

報
で
す
。
府
や
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
他
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
も
と
に
土
砂
災
害
の

危
険
地
域
へ
「
避
難
勧
告
」
な

ど
の
避
難
情
報
を
発
令
し
ま

す
。

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

水
害
・
土
砂
災
害
対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

そ
の
他
の
情
報
入
手
先

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
川
の
防
災
情
報

◎
河
川
防
災
情
報
〔h

ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-k
a
s
e
n
-p
o
rta
l.n

e
t/su
ib
o
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
土
砂
災
害
の
防
災
情
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/sa
b
o
u
/In
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jp
/

w
a
rn
/2
7
2
1
4
0
0
.h
tm
l

〕

《
携
帯
電
話
》

■
府
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

t
p
:/
/
w
w

w
-c
d
s
.o
s
a

k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/m
o
b
il

e
/p
re
f/M
o

b
ile
W
a
rn
in
g
Jm
a
D
e
ta
il.h
t

m
l

〕
■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ

ン

タ

ー

〔h
t
t
p
:/
/

w
w
w
.jm
a

.g
o
.jp
/jp
/b

o
s
a
ijo
h
o
/

m
/w
a
rn
/a
re
a
/1
0
6
/3
3
1
/

2
7
2
1
4
.h
tm
l

〕

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）、
土
砂
災

害
防
止
月
間
に
関
す
る
こ
と
は

水
路
耕
地
課
（
内
線
４
９
５
）

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
ののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

日
頃
か
ら
気
象
情
報
の
入
手
方
法
をををををををををををををををををををををを

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
ききききききききききききききききききききき
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう



８

　
年
度

２８税
制
改
正

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
　

年
度

２８

住
民
税
に
適
用
さ
れ
る
主
な
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
見
直
し

　
　
月
１
日

以
降
に
実
施
す

１０
る
特
別
徴
収
よ
り
、
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

■
仮
徴
収
税
額
算
定
方
法
の
見

直
し
　
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
仮
徴
収
税
額
が

「
前
年
度
分
の
本
徴
収
額
（
前

年
２
月
と
同
額
）
」
か
ら
「
前

年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る

個
人
住
民
税
額
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
」
と
な
り
ま
す
。

■
転
出
・
税
額
変
更
の
場
合
の

特
別
徴
収
の
継
続

　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

対
象
者
が
市
外
に
転
出
し
た
場

合
や
特
別
徴
収
の
税
額
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
、
特
別
徴
収
は

停
止
と
な
り
、
普
通
徴
収
に
切

り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一

定
の
要
件
の
下
で
特
別
徴
収
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に

よ
る
寄
付
金
税
額
控
除
の

拡
充

　
　
年
１
月
１
日
以
降
に
自
治

２７
体
（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町

村
）
に
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

を
し
た
分
に
つ
い
て
、
個
人
住

民
税
の
特
例
控
除
額
の
上
限
が

所
得
割
額
の
１
割
か
ら
２
割
に

拡
充
さ
れ
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
の
創
設

　
確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所

得
者
な
ど
が
、
自
治
体
（
都
道

府
県
お
よ
び
市
区
町
村
）
に
寄

付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
し
た

場
合
、
寄
付

先
が
５
団
体

以
内
で
あ
れ

ば
確
定
申
告

を
し
な
く
て

も
寄
付
金
控

除
を
受
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
環
境
税
の
創
設
に
伴
う

府
民
税
均
等
割
額
の
変
更

　
府
で
は
、
森
林
が
果
た
し
て

き
た
災
害
防
止
機
能
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機

能
を
維
持
増
進
す
る
た
め
の
環

境
整
備
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、　

～
　
年
度
ま
で

２８

３１

の
４
年
間
、
府
民
税
均
等
割
に

森
林
環
境
税
３
０
０
円
を
加
算

し
ま
す
。

府
民
税
の
控
除
対
象
と
な

る
寄
付
先
に
府
が
指
定
し

た
団
体
（
府
条
例
指
定
法
人

等
）
が
追
加

　
府
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る

寄
付
先
に
府
が
指
定
し
た
団
体

（
府
条
例
指
定
法
人
等
）
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

1
1
1
、
1
1
2
、
1
1
7
）

６月は「就職差別撤廃月間」です                                      

～しない　させない　就職差別～

　就職の面接で、家族の出身地や職業、思想、信条などについて質問する

ことは、本人に責任のない事項や本来自由であるべき事項で応募者を判断

することになるため、就職差別につながる恐れがあります。

　府では毎年６月を「就職差別撤廃月間」と定め、さまざまな啓発事業に

取り組んでいます。就職の機会均等を保障することの大切さについて、皆

さんのご理解をお願いします。

●就職差別110番

　電話またはＥメールで、採用面接時などの差別についての相談や、関係

機関の紹介などをします。

とき　6月１５日～１７日、午前１０時～午後６時、〔０６(６２１０)９５１８・Ｅメー

ルrosei-g０４@sbox.pref.osaka.lg.jp〕

※Ｅメールでの相談は、６月中随時受け付けています。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)９５１８〕

28年度労働保険年度更新手続きは７月11日までに

　２８年度の労働保険年度更新手続きは６月１日～７月１１日までに済ま

せてください。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　申告書の記入方法については、労働保険年度更新コールセン

ター〔０１２０(９４９)７３２〕（７月１９日まで開設）または大阪労働局労働保険

適用・事務組合課〔０６(４７９０)６３４０〕、保険料の納付については、大阪労働

局労働保険徴収課〔０６(４７９０)６３３０〕　※大阪労働局ホームページ〔http://

osaka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/〕もご覧ください。

小規模企業者などを対象に設備投資を支援します

　（公財）大阪産業振興機構では、小規模企業の創業や経営の革新を図るた

め、府内の小規模企業者などを対象に、設備投資の支援をしています。

　申請は随時受け付けていますので、ぜひご活用ください（ただし、目標

額に達した場合締め切ります）。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　（公財）大阪産業振興機構〔０６(６９４７)４３４５〕

　
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン

レンタサイクル

「かわっちりん」

のご利用を

タ
サ
イ
ク
ル
「
か
わ
っ
ち
り

ん
」
が
、
市
営
喜
志
駅
地
下
自

転
車
駐
車
場
〔

　

６
２
９

（２４）

３
〕
お
よ
び
富
田
林
駅
自
転
車

駐
車
場
〔

　
９
４
７
９
〕
で

（２４）

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
電
動
自
転
車
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
観
光
や
仕
事
、

通
勤
、
通
学
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
方
法
・
料
金
・

時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
利
用
を

希
望
さ
れ
る
駐
車
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
ななななななななななななななななななななな

土
木
工
事
な
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののの
ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
ははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

の
と
き
は
、

埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財

埋
蔵
文
化
財
包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ののののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ををををををををををををををををををををを

の
確
認
を

　
本
市
に
は
、
石
川
の
流
域
を

中
心
に
、
多
く
の
遺
跡
が
分
布

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
開
発

工
事
な
ど
で
新
し
く
遺
跡
が
発

見
さ
れ
る
機
会
も
増
え
、　

年
２８

４
月
現
在
で
そ
の
数
は
1
５
６

カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
を

保
護
す
る
た
め
に
、
文
化
財
保

護
法
で
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡

＝
住
居
跡
や
土
器
な
ど
が
埋

ま
っ
て
い
る
土
地
）
に
お
い
て

土
木
工
事
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

工
事
着
手
の
　
日
前
ま
で
に
、

６０

市
を
通
じ
て
府
教
育
委
員
会
に

届
け
出
て
指
示
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
届
け
出
て
か
ら
指
示
を
受

け
、
発
掘
調
査
が
必
要
な
場
合

に
は
調
査
完
了
ま
で
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
文
化
財
課
で
埋
蔵
文
化

財
の
包
蔵
地
内
で
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
位
置

確
認
も
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
（
内

線
５
０
７
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

　
国
で
は
、
不
足
す
る
保
育
士

の
確
保
に
努
め
る
た
め
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
状
を
有
し
、
幼
稚

園
な
ど
で
実
務
経
験
（
３
年
か

つ
４
３
２
０
時
間
以
上
）
の
あ

る
人
が
、
指
定
保
育
士
養
成
施

設
（
大
学
な
ど
）
で
特
例
教
科

目
８
単
位
を
修
得
す
れ
ば
保
育

士
資
格
を
取
得
で
き
る
特
例
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
特
例
制
度

に
よ
っ
て
保
育
士
資
格
の
取
得

を
め
ざ
す
人
を
支
援
す
る
た

め
、
特
例
教
科
目
の
受
講
料
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
国
の
保
育
士
資
格
取

得
特
例
制
度
の
要
件
に
該
当

し
、
保
育
所
で
の
就
労
を
希
望

す
る
市
内
在
住
の
人

補
助
金
額
　
１
科
目（
２
単
位
）

当
た
り
７
０
０
０
円
（
上
限
８

単
位
２
万
８
０
０
０
円
）

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）

※
国
の
保
育
士
資
格
取
得
特
例

制
度
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

有
す
る
者
に
お
け
る
保
育
士
資

格
取
得
特
例
」
の
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/s
t

f/s
e
is
a
k
u
n
its
u
ite
/b
u
n
y
a

/
k
o
d
o
m
o
/
k
o
d
o
m
o
_
k
o
s
o

d
a
te
/
h
o
ik
u
/
to
k
u
re
i.h
tm

l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支保育士資格取得支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用補助金制度のご利用をををををををををををををををををををををををををををををを

幼稚園教諭免許状をお持ちの皆さん幼稚園教諭免許状をお持ちの皆さんへへ

普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
））））））））））））））））））））））））））））））

ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
地
区
集
会
所
整
備
補
助
金

制
度
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請

に
は「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」修
了

証
所
持
者
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
　
修
了
証
所
持
者
が
お
ら
れ
な

い
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
は
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
７
月
５
日

、
午
後
１

時
～
５
時

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
　

内
容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
を
主
と
し
た

統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
４
時
間

の
講
習
）

対
象
者
　
同
補
助
金
制
度
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
を
予
定
さ

れ
て
い
る
町
会
（
自
治
会
）
か

～
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
の
た
め
の
～

７月に、28年度市職員採用資格試験の実施を
予定しています

試験職種　事務職（身体障がい者対象、ＩＴ資格者などを含

む）、技術職（土木）、保育士など　※試験日や採用予定人数

など詳しくは、７月号広報や市ウェブサイトなどでお知らせ

します。

問い合わせ　人事課（内線３２２）

市臨時的任用職員（アルバイト）登録者を募集

　市役所などに勤務し、事務の補助をする市臨時的任用職員

（アルバイト）の登録者を随時募集しています。

勤務時間　月～金曜日、午前９時～午後５時３０分の間で５～

７.５時間（内４５分間休憩有り）など　

時間給　８８０円（別途、市の規程による交通費を支給）

申し込み　人事課で配布する所定のエントリーシートに写真

を貼って必要事項を記入し、土・日曜日、祝日を除く、午前

９時～午後５時３０分に、人事課（内線３２２）へ（郵送不可）　

※エントリーシートは市ウェブサイトの各課のページ「人事

課」からダウンロードもできます。

ら
の
参
加
希
望
者

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

５０

順
）　
※
１
町
会
（
自
治
会
）

に
つ
き
２
人
ま
で
。

参
加
費
　
無
料
　
※
講
習
終
了

後
、
消
防
本
部
よ
り
、
修
了
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
６
日

～
　２０

日

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に

３０備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ
（
内

線
４
７
３
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

（
フ
ァ
ク
ス
申
し
込
み
可
）　



１０

府道美原太子線に係る鉄道高架化工事のお知らせ

　粟ヶ池を東西に横断する美原太子線粟ヶ池バイパスの工事に伴い、近鉄長野線の鉄道高架化工事が始まります。

　工事は喜志駅南側から粟ヶ池南側の中野町１丁目までの約９００㍍の区間で実施され、完成後は粟ヶ池北側の市道桜井１

号線および府道美原太子線がスムーズに通行でき

るようになることから、周辺道路の交通渋滞の緩

和、歩行者などの安全確保が期待できます。

　工事期間は、６月から平成３０年の半ばまでを予定

しています。工事期間が長期にわたることから、騒

音や車両通行規制などご不便をお掛けしますが、ご

理解とご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ　富田林土木事務所〔(２５)１１３１〕、道路

交通課（内線４１７）

自転車などの放置はやめましょう

　道路上に自転車などを放置すると、歩行者の通行

の妨げになり大変危険です。また、まちの景観も損

なわれます。

　人の迷惑にならないよう、道路上に自転車やミニ

バイクなどを放置しないようにしましょう。

■自転車等放置禁止区域を指定

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等放置禁止

区域」を指定し、区域内に放置されている自転車や

ミニバイクを保管所へ撤去・移送しています。

　撤去された自転車やミニバイクなどは、「第一自転車等保管所」（若松町東一丁目６の２７）〔(２６)３２３３〕で返還していま

すが、返還時に自転車は１台１５００円、ミニバイクは１台２０００円の移送・保管費用を徴収しています。

　駅周辺に自転車などを駐車される場合は、有料自転車駐車場をご利用ください。一部の自転車駐車場には、高校生以

下の学生を対象とした学割料金も設定しています。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ「
衛
生
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀

市
営
葬
儀
のののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○

安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔

　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈲
公
栄
社
（
富
田
林
町
　
の
２４

４
）〔

　
2
0
6
4
〕

（２３）

○

花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔

　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○

花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔

　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、
標
準
プ
ラ

ン
か
簡
易
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
富
田
林
市
営
葬
儀
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

PC14D001
テキストボックス
代



１１

　
富
田
林
霊
園
の
区
画
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
左
表
の
と
お
り

富田林霊園の

使用者を募集

現
地
見
学
　
６
月
１
日

～
　２５

日

、
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
ま
で
自
由
に
見
学
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

生ごみは水を切ってから出しましょう！                     
～生ごみ処理機器購入補助制度をご利用ください～

　暑くなってくると、水分を多く含む生ごみがたくさん出ます。生ご

みは、気温や湿度が高くなってくると腐敗が進み悪臭を発します。

　生ごみを捨てるときは、三角コーナー用の水切り

ネットなどを利用し、水分を十分切ってから出してく

ださい。また、家庭から出る生ごみ（台所ごみ）など

を堆肥化する生ごみ処理機などを購入された世帯に、

補助金を交付していますのでご活用ください。

対象者　市内に住所を有し、かつ家庭用生ごみ処理機器などを継続し

て使用することができる人

対象となる処理機器など

①生ごみ処理機（生ごみを粉砕して水路または下水道管へ流すタイプ、

焼却処理するタイプのものは除きます）　※１世帯につき１台まで。

②生ごみぼかしあえ容器　※１世帯につき２台まで。

③ぼかし剤　※１世帯につき年間１６個まで。

補助金額　機器購入価格（取り付け費用、消費税などは除く）の２分

の１の額（１０円未満は切り捨て）で上限２万円

※①②は、購入後１年以内に限ります。③は、今年購入したものを来

年の１月～２月中にまとめて申請してください。また、購入店のポイ

ントなどを利用し割り引きを受けた場合は、割り引き後の金額が機器

購入価格となります。

申請に必要なもの

■領収書、または購入店発行の販売証明書

■カタログ、または機器設置後の写真

■振込先の分かるもの（金融機関の通帳など）

■印鑑

※申請者、領収書（販売証明書）の氏名と振込先口座名義人は同じ人

に限ります。

申し込み　衛生課（内線１４４～１４６）へ

スプレー缶、カセットボンベはカン・ビンの日に出し
てください

　スプレー缶、カセットボンベは、資源カン・ビンとして収集してい

ますので、粗大ごみの日には絶対に出さないでください。

　また、ガスが残っていると火災や爆発などの重大事故につながりま

すので、風通しの良い場所で穴を開けて、ガスを抜いてからカン・ビ

ンの日に出してください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
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トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
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ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
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ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
グググググググググググググググググググググググググググググ
ラララララララララララララララララララララララララララララ

市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
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登
録
団
体
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
一
定
区
間
を
地

元
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど

に
、
清
掃
・
緑
化
な
ど
の
美
化

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
市
と
協
力
し
て
地
域

の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
事
業

で
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
団
体

に
は
、
一
定
の
活
動
区
間
を
設

定
し
、
原
則
月
１
回
以
上
の
美

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

同
霊
園
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
土
・
日
曜
日
で
も
現
地
の

管
理
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し

ま
す

申
し
込
み
　
６
月
　
日

、
午

２６

前
９
時
～
９
時
　
分
ま
で
に
市

３０

役
所
地
下
９
０
２
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
な
お
、
抽
選
終
了
後
の
空
き

区
画
の
受
け
付
け
は
　
日

、

２７

午
前
９
時
～
、
衛
生
課
で
順
次

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

り
、
現
在
５
団
体
が
登
録
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
回
収
し
た
ご
み
の
処

理
や
清
掃
道
具
の
貸
し
出
し
、

美
化
活
動
中
の
事
故
な
ど
に
備

え
た
保
険
の
加
入
手
続
き
お
よ

び
費
用
負
担
な
ど
の
支
援
を
し

ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど
を

継
続
的
に
美
化
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）



１２

　
本
市
で
は
、
　

年
度
か
ら

１３

「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
な
ど

経
済
運
転
の
徹
底
や
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
な
ど
の
低
公
害
車
を

公
用
車
に
導
入
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

電
動
自
転
車
を
導
入
し
、
近
距

離
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」「
毎
月

　
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

２０の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
の
際
は
自
分

の
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
か
、

か
ば
ん
に
入
る
と
き
は
レ
ジ
袋

を
断
る
と
い
う
ほ
ん
の
少
し
の

心
掛
け
で
、
ご
み
の
量
と
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月６月ははははははははははははははははははははははは

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででで環境月間ですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大

気
中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水

素
が
太
陽
光
線
中
の
紫
外
線
の

も
と
で
反
応
（
光
化
学
反
応
）

し
た
と
き
、
二
次
的
に
新
た
な

汚
染
物
質
（
光
化
学
反
応
生
成

物
質
）
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
生
に
伴
う
被
害
は
、「
目
が

チ
カ
チ
カ
す
る
」「
喉
が
痛
い
な

ど
」
の
目
や
喉
の
刺
激
が
中
心

で
、
一
過
性
で
比
較
的
軽
症
の

も
の
で
す
が
、
刺
激
を
感
じ
た

人
は
洗
顔
や
う
が
い
を
し
、
富

田
林
保
健
所〔

　
２
６
８
１
〕

（２３）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高

く
、
風
の
弱
い
日
で
金
剛
山
が

い
つ
も
よ
り
見
え
に
く
く
、
も

や
の
か
か
っ
た
よ
う
な
日
に
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
河
内
で
の
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
状
況
は
、
こ
こ
数
年

晴
天
で
気
温
が
高
く
日
射
の
強

い
日
が
多
い
た
め
、
予
報
・
注

意
報
と
も
発
令
回
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や
注

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、
市

役
所
か
ら
公
共
施
設
な
ど
に
連

絡
し
、
予
報
の
場
合
「
緑
色
」

の
旗
を
、
注
意
報
の
場
合
「
黄

色
」
の
旗
を
掲
示
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
予
報
や
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
、
で
き
る
だ
け
屋

外
で
の
運
動
な
ど
を
避
け
て
、

屋
内
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
府
大
気
汚
染
常
時
監

視
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

ta
ik
i.k
a
n
k
y
o
.p
re
f.o
s
a
k
a
.j

p
/ta
ik
ik
a
n
sh
i/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

で
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
す
る
と
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「危険物
　決めろ無事故の
　　　ストライク」

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日６月５日～１１日はははははははははははははははははははははは

危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週危険物安全週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

　
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
、

毎
年
６
月
の
第
２
週
は
危
険
物

安
全
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
燃
料

を
は
じ
め
、
塗
料
な
ど
は
、
今

や
日
常
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

必
要
不
可
欠
な
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
物
は
引

火
性
や
爆
発
性
を
持
っ
て
い
る

危
険
物
で
も
あ
る
た
め
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
漏
え
い

事
故
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
多
く

の
生
命
や
財
産
を
一
瞬
に
し
て

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

の
取
扱
事
業
所
に
対
し
て
安
全

の
確
保
を
呼
び
掛
け
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
危
険
物
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

本市の節電への取り組み

　本市では、日頃から市役所の省エネ対策として、

消灯の励行や冷暖房温度の適正管理に努めています。

　職員の服装についても、今年も例年より実施期間

を拡大し、５月１日～１０月３１日までノーネクタイ

などのエコスタイル運動を実施しています。

　また、電力需要がピークを迎える夏場を中心とす

る期間（６月１日～１０月３１日）において、節電

対策に取り組んでいます。本市が、引き続き実施す

る主な節電対策は次のとおりです。

■冷房は原則、室温が２８℃を超えた場合に使用、冷

房の運転は月曜日＝午前８時４５分～、火～金曜日＝

午前９時～、いずれも午後５時３０分に停止　※ただ

し、今後の状況により随時判断します。

■市役所庁舎エレベーター２基の稼働制限（午後６

時～翌午前８時４５分までは原則停止）

■消防本部消防署のエレベーター１基を終日停止

■金剛連絡所エレベーターの稼働制限

■職員のエレベーター使用自粛

■昼休み時、事務室の消灯徹底（来客時は除く）

■業務に支障のない範囲で事務室や廊下などの照明

を消灯、退庁時の消灯徹底

■毎週水・金曜日のノー残業デーの実施

■長時間不在時のパソコンやプリンターなどの電源

を切る

　市役所の他、公共施設においても節電対策に取り

組んでいますので、市民の皆さんのご理解とご協力

をお願いします。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）



１３

　
期
間
中
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
全
国
会

議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、

こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
特
設
で

女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
を
実

施
し
た
り
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
資
料
を
人
権
政
策
課
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ズ
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
）
で
無

料
配
布
し
た
り
し
ま
す
。

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
皆
さ

ん
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

６
月
　
日

～
　
日

ま
で
の

２３

２９

１
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
同
週
間
の
テ
ー
マ
は

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で

サ
ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ

ク
。
」
で
す
。

６
月
　
日
～
　
日
は

２３

２９

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週

　
　
男
女
共
同
参
画
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

●
女
性
の
た
め
の
特
設
電
話
相

談　
こ
の
た
び
、
毎
月
実
施
し
て

い
る
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

の
受
付
時
間
を
延
長
し
、
特
設

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
人
間
関
係
や
家

族
の
こ
と
、
夫
婦
の
問
題
、
仕

事
や
生
き
方
な
ど
、
暮
ら
し
の

中
で
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
、
研
修

を
積
ん
だ
女
性
相
談
員
が
お
聴

き
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
　
日

、
午
前
　

２８

１０

時
～
午
後
６
時
、〔

　
０
５
６

(２３)

７
〕

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

「親子平和の旅」参加者募集　　　
～広島平和記念式典に親子で参加
しませんか～

　本市では、非核平和事業の一環として、若

い人たちに戦争の悲惨さや核兵器の非人道性

を伝え、非核平和の願いを広げることを目的

に、毎年市民の代表として広島平和記念式典

に親子で参列していただいています。

　今年も次のとおり参列していただける人を

募集しますので、ぜひお申し込みください。

とき　８月５日～６日

ところ・内容　広島平和記念式典への参列、

広島平和記念資料館の見学など

※参加後、感想文（８００字程度）を提出してい

ただきます。

※宿泊費と広島市までの交通費（往復）は市

が負担します。

対象者　市内在住で親子平和の旅に初めて参

加する小学５年生以上の子どもとその保護者

定員　１組２人　

申し込み　６月２０日（消印有効）までに、

はがきまたはＥメールで住所、参加者２人の

氏名・年齢（学年）、電話番号、参加にあたっ

ての簡単な抱負を記入し、５８４-８５１１常盤町

１の１　人権政策課（内線４７２）〔Ｅメール

jinken@city.tondabayashi.lg.jp〕「親 子 平 和 の

旅」係へ（１家族につき１件まで、申し込み

多数の場合抽選）

　「
南
部
大
阪
都
市
計
画
錦
織

北
二
丁
目
地
区
地
区
計
画
」
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
を

実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
在
住
の
人
お
よ

び
利
害
関
係
人
は
縦
覧
期
間
満

了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
６
月
１
日

～
　１４

日
 「

南
部
大
阪
都
市
計
画
錦
織
北
二
丁
目
地
区

地
区
計
画
」
の
決
定
に
係
る
案
の
縦
覧

縦
覧
場
所
　
市
役
所
４
階
ま
ち

づ
く
り
推
進
課

意
見
書
の
提
出
期
限
　
６
月
　１４

日

ま
で

※
意
見
書
の
提
出
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
９
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
ととととととととととととととととととととと
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

「
市
民
公
益
活
動
推
進
と
協
働
の
た
め
のののののののののののののののののののののの

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

市
民
会
議
」
委
員
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
や

市
民
公
益
活
動
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
た
め
、「
同
市
民
会
議
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、　

・
　

年
度
の

２８

２９

同
市
民
会
議
委
員
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
委
員
に
な
っ
て
皆
さ

ん
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
①
市
内
で
活
動
し
て

い
る
市
民
公
益
活
動
団
体
（
法

人
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
）

の
代
表
者
、
②
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
　
歳
以
上
の
人

２０

募
集
　
①
②
各
１
人
（
審
査
の

上
、
選
考
）

任
期
　
　
年
３
月
　
日

ま
で

３０

３１

申
し
込
み
　
６
月
６
日

～
　１７


ま
で
に
、
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
課
（
内
線
４

６
９
）
へ
（
郵
送
不
可
）　

※
申
込
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
市
民
協

働
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。



１４１４

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

、
９
月

３０

号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

、　

月
号
の

３１

１０

「
川
柳
」（
宿
題
「
ひ
と
と
き
」）
は
８
月
　
日


３１

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

新
築
の
瓦
陽
炎
祝
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台
　
　
岡
林
　
均

∧
選
評
∨
珍
し
く
 平
  假
  名
 一
字
の
み
、
あ
と
は
漢
字

ひ
ら
 
が
 

な

で
句
が
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
作
者
の
感
動
は
作
品

の
奥
に
あ
り
、
読
者
を
自
ず
と
そ
の
思
い
に
誘
わ

れ
、
暫
く
は
作
品
を
楽
し
ま
せ
て
釘
付
け
に
す
る
。

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
風
景
が
、
喜
び
を
伝
え
や
ま
ぬ

秀
作
。

 緋
 も
う
せ
ん
野
だ
て
に
散
り
し
花
の
し
べ

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
町
　
　
　
橋
本
　
璋
子

退
院
や
香
り
な
つ
か
し
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
島
津
　
力
徳

さ
く
ら
咲
く
余
生
こ
れ
よ
り
山
坂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
太
　
　
　
小
松
　
華
江

花
灯
り
 軋
 む
扉
を
少
し
ず
つ

き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町
　
松
島
　
清
美

一
万
歩
ゆ
き
て
も
ど
り
ぬ
花
堤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
土
井
　
清
子

花
人
に
父
の
影
追
ひ
天
守
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
志
町
　
　
松
本
　
克
江

試
着
い
く
た
び
草
原
の
風
 孕
 み

は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
７
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
５
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

東板持町　

　佐藤　 芽朔 ちゃん（１歳）
めいさ

毎日たくさんの笑顔と元気をくれて

パパとママは幸せだよ！ありがとう

宛先

梅の里　

　和田　 侑  里  子 ちゃん（６カ月）
ゆ り こ

初孫の侑里子は、いつもまわりを、

笑顔にしてくれます

廿山　

　左古　 結  都 ちゃん（７カ月）
ゆい と

抱っこ大好き甘えん坊くん！

家族みんなのたからものだよ

100歳
おめでとうございます！

　５月５日、１００歳の誕生日を迎え
られた山本　運生さんを訪問しまし
た。ご自宅の庭の植木などのお手入
れをよくされるそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル



１５

「
3
食
・
楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
よ

く
」
6
月
は
食
育
月
間
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
毎
日
の
食
事
に
つ
い

て
、
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
健
康
を
維
持
し
、
病
気
を
予
防

す
る
た
め
に
は
「
3
食
・
楽
し
く
・

バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
基
本
の
主
食
・
副
菜
・
主
菜

の
3
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
な
り
ま
す
。
特
定
の
食
材

だ
け
を
偏
っ
て
食
べ
る
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
を
組
み
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
1
日
の

食
事
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く

て
も
2
～
3
日
の
間
で
、
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
左
上
図
は
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
で
す
。
1
日
に
「
何
を
」「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
い
い
の
か
と
い

う
目
安
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
、
副
菜
、
主
菜
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
果
物
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
い
て
、
取
り
た
い
量
の
バ

ラ
ン
ス
を
お
も
ち
ゃ
の
「
コ
マ
」
に

見
立
て
て
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
と
コ
マ
は
回
り

ま
せ
ん
。

　
十
分
に
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い

水
・
お
茶
が
コ
マ
の
軸
に
な
っ
て
い

ま
す
。
コ
マ
は
運
動
（
回
転
）
す
る

こ
と
で
安
定
し
ま
す
の
で
、
運
動
も

大
切
で
す
。
コ
マ
を
回
す
補
助
を
す

る
ひ
も
は
、
お
菓
子
・
 嗜
 
し

 好
 飲
料
で
、

こ
う

ア
ル
コ
ー
ル
も
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ち

ら
も
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
は
栄
養
だ
け
で
な
く
味
（
味

覚
）
や
色
（
視
覚
）
な
ど
の
５
感
も

刺
激
し
ま
す
。
色
の
バ
ラ
ン
ス
も
取

れ
て
い
る
と
見
た
目
も
お
い
し
そ
う

で
、
食
欲
が
わ
き
ま
す
。
こ
の
コ
マ

は
食
べ
る
量
の
目
安
を
表
し
て

い
る
の
で
外
食
の
多
い
人
も
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.m

h
lw
.g
o
.jp
/b
u
n
y
a
/k
e
n
k
o
u

/e
iy
o
u
-sy
o
k
u
ji.h
tm
l

〕
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
　
日

に
食
育

２８

月
間
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
（
　
ペ
ー
ジ
参
照
）。

１８

健
康
づ
く
り
推
進
課
〔

　
５
（２８）

５
２
０
〕

１５

水道週間が実施されます

　６月１日から７日までの１週間にわたり、「じゃ

口から　安心とどけ　未来まで」をスローガンに第５８

回水道週間が実施されます。

　この水道週間は、厚生労働省、都道府県をはじめ各

市町村の水道事業体などで実施されるさまざまな広報

活動などを通して、水道についてさらに市民の理解と

関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図る

とともに、水道事業のさらなる発展に資することを目

的としています。

●甲田浄水場を一般公開　

　本市でもこの水道週間に合わ

せて、土・日曜日を除く期間中

「甲田浄水場」を一般公開して

います。地下水の取水から薬品

の注入、沈殿池、ろ過施設な

ど、水道水ができるまでの水処理工程を職員が説明し

ながら場内を案内しますので、この機会にぜひ見学し

てください。

　なお、見学を希望される人は、事前にお問い合わせ

ください。

●本市の水源についてご存じですか　

　本市の水源は河内長野市にある滝畑ダム、淀川を水

源とする大阪広域水道企業団からの受水、さらに甲田

浄水場近辺の井戸からくみ上げる地下水です。

　本市の給水量の水源配分は滝畑ダム系が４９.９㌫、淀

川系が３３.８㌫、地下水が１６.３㌫となっています。

●本市の水道事業にご理解とご協力を　

　水道は市民の皆さんの生活はもとより、さまざまな

社会経済活動も支える重要な役割を果たしています。

　本市では、近隣市との緊急連絡管の接続や、災害時

などにおける応急給水、応急復旧の相互応援を実施す

る協定の締結など、大規模災害に対する水道の危機管

理体制の強化を進めています。

　今後も安全でおいしい水を安定的に供給するため、

効率的な手法を検討しながら水道事業の発展に努めて

まいりますので、引き続き皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

　　　　問い合わせ　水道工務課浄水係〔(２４)１２１５〕甲田浄水甲田浄水場場
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　５月10日、市立中学校の１年生を対象に、生

徒全員で給食を食べる「給食の日」が実施され

ました。これは、本市の特徴である希望選択制

の中学校給食に早く慣れ親しんでもらうこと

で、よりたくさんの生徒に利用してもらおうと

企画されたもの。学校内で調理され、出来たて

で温かい給食は、おいしそうでほっぺたが落ち

そう。生徒らは、にこやかに給食を頬張って、

食べ残しも少なくきれいに平らげていました。

■■おいしいね、中学校給おいしいね、中学校給食食

　５月５日、市民総合体育館で、（一社）富田林

青年会議所などによる「第３回わんぱく相撲富

田林河内長野場所」が開催されました。小学４

～６年生の男女約90人が参加した同場所では、

豪快な投げ技や長時間に及ぶ力相撲などが土俵

上で展開され、会場からは一番ごとに大きな声

援や拍手が送られました。また子どもたちは勝

ち負けにかかわらず、取組の前後にきちんと一

礼をして、相手を思いやる気持ちも学びました。

■■わんぱく相撲に大歓声わんぱく相撲に大歓声！！

　５月３日～５日、農業公園サバーファームで、恒例のポピー祭りが開催されました。

　期間中、お花畑一面に咲き誇った色とりどりのポピーが来園者を迎えていました。また、野菜の

収穫体験や大学生による大道芸のパフォーマンスなど、家族で楽しめる催しも盛りだくさん。

　来園者は満開のポピーを見ながら、お弁当を広げたり、フリスビーで遊んだりと、こいのぼりが

気持ちよさそうに泳ぐ五月晴れの下、思い思いの一日を楽しんでいました。

■色とりどり■色とりどりののポピーが来園者をお出迎ポピーが来園者をお出迎ええ
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■新緑の中をウォーキング

　５月15日、向陽台小学校をスタート・ゴール

地点に、ライフ・チャレンジ・ザ・ウォークが

開催されました。

　当日は、子どもから大人まで多くの人が参加

し、３㌔、５㌔、７㌔の３種類に分かれたコー

スをそれぞれのペースで巡りました。

　夏を思わせるかのような陽気の中、参加者の

皆さんはゲームやクイズにチャレンジしながら

元気よく歩いていました。

■みどりを求めて！

　４月28日～５月１日、津々山台公園で、第23

回市緑化フェア＆植木市が開催されました。

　当日は、緑化苗（さつき）の無料配布や樹木

クイズ大会、子どもたちが木工クラフトをする

コーナー、寄せ植え講習会など各種イベントが

実施され、たくさんの人でにぎわいました。

　また、展示販売されているさまざまな種類の

花苗、花鉢などを手にとり、どれにしようかと

迷いながら買い求める姿もみられました。

■華麗に舞いました！

　４月21日、府立富田林高校で、選挙啓発の出

前講座が開催されました。これは、選挙権年齢

が満18歳以上に引き下げられたことから、若者

の投票率向上をめざして実施されたもの。

　当日は、市選挙管理委員会の職員が、選挙制

度に関する○×クイズや投票所での投票手順を

紹介するビデオの上映をしたり、若い世代がよ

く利用するインターネットでの選挙運動につい

て説明したりしました。

　４月26日、「第43回バトントワリング全国大

会Ｕ－12の部バトン編成」において、第１位と

いう優秀な成績を収められたスタジオキャッツ

アイの矢野　沙織さん、矢野　詩織さん、松本

佳寿音さんが、教育委員会顕彰受賞のため市役

所を訪れました。

　３人は「大会で１位になって、達成感がすご

くあった」と話してくれました。皆さんの今後

の活躍を期待しています！

■みんなの思い、政治にも
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１８

保健医療
膝腰痛改善教室

とき　６月２４日～７月８日の毎週金曜

日、午後１時３０分～３時３０分（全３回）

ところ　けあぱる　

内容　整形外科医による講義、簡単な

運動や食事のポイントなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　２５人　参加費　無料

申し込み　６月１４日までにウエルネ

スけあぱるへ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

若さ・健康・体力アップ教室

とき　７月１日～８月１２日の毎週金曜

日、午前９時４５分～１１時４５分（全７回）

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　６月２１日までにウエルネ

スけあぱるへ（電話申し込み可）　　

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

６月は食育月間です

　本市では、食育月間に合わせて、体

組成測定や栄養士と保健師による健康

相談などを次のとおり実施します。

　この機会にあなたの食生活を見直し

てみませんか。

とき　６月２８日、午前１０時～午後３時

ところ　エコール・ロゼ１階アトリウ

ム広場

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直行直帰制

※勤務時間など詳しくはお問い合わせ

ください。　

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（同等以上可）、もしくはガイドヘル

パー資格取得者

申し込み　月～土曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時にけあぱる〔(２８)

８６３３〕へ

富田林病院助産師・看護師・

看護助手募集

職種　助産師、正看護師（いずれも正

規職員）、看護助手（パー

ト職員）　

※勤務形態や申し込み方

法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　富田林病院

総務課〔(２９)１１２１・Ｅメールjinji@ton

byo.org〕

※見学も随時受け付けしています。

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２８年度保健事業案内」をご覧ください。
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１９

 

親子で陶芸教室

　親子で楽しくお皿を作りませんか。

とき　７月２７日、午前１０時～正午

ところ　総合福祉会館

対象者　小学生とその保護者　※小学

生以外の兄弟姉妹の参加を希望される

場合は事前にお問い合わせください。

定員　２０人（申し込み先着順）　※保育

あり（定員５人、申し込み先着順）。

参加費　２０００円

持ち物　上靴、手拭き用タオル、汚れ

てもよいタオル　※汚れてもよい服装

で参加してください。

申し込み　６月６日～３０日までに

参加者の氏名、電話番号、参加する子

どもの人数を明記し、Ｅメールまたは

フ ァ ク ス で 発 達 障 害 親 の 会

 ＣＯＬＯＲＳ 〔Ｅメールcolors2015ton
カラーズ

dabayashi@gmail.com・(２１)１５５５〕へ

講座･催し
子育て支援センターの催し

●ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　６月１０日、午前１０時～１１時３０分

ところ　富貴の里保育園内子育て支援

センター

内容　参加者同士の交流会など

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども　

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　６月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

 健診・予防接種

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。　

費用　無料　

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕へお問い合わせください。



子育て応援講座

　自分の感情に気付き、子どもや夫、

周囲の人とコミュニケーションをとる

コツをつかむ講座です。

とき　６月２９日～１１月３０日の水曜日、

午前１０時～正午（全１０回）

ところ　富田林幼稚園　

対象者　子育て中の母親　定員　１２人

参加費　４０００円　※保育あり（子ども

１人につき５０００円）。

申し込み　６月２０日までに、ＮＰＯ

法人ふらっとスペース金剛〔(２９)

５２２７〕へ（申し込み多数の場合抽選）

子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～３時４５分）、同相談

会を開催しています（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

発達支援のためのファイル    
「つながるファイル」説明会

　つながるファイルは、発達について

支援が必要な子どもを対象に、その保

護者と担任の先生などの支援関係者が

子どもの発達状況を共通に理解し、一

緒に考えながら、効果的な支援をして

いくことを目的に作られました。

　つながるファイルには、子どもの成

長の様子や受けた支援・教育・サービ

スなどの内容を記録することができ、

所属する園や学校が変わっても一貫し

た支援を受けることが期待できます。

　説明会では、「つながるファイルって

何」「どんな時に作るの」「作るメリット

は」など、つながるファイルの活用方

法について分かりやすく説明します。

とき　６月３０日、午前１０時～１１時

ところ　保健センター３階機能訓練室

対象者　市内在住の人

定員　６０人（当日、直接会場へ）

※保育はありません。

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

子育て講座

①人形劇

とき　６月１４日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　

定員　１０組

②ミニ講座「おはなし会」

とき　６月１５日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園　

定員　２０組

③１歳児コース

とき　６月１７日、午前９時４５分～１１時

ところ　みどり保育園　

対象者　平成２６年４月２日以降生まれ

の幼児　定員　１０組

④年齢別コース「ひよこさんひろば」

とき　６月２９日、午前１０時～１１時３０分

ところ　彼方保育園

対象者　平成２７年４月２日以降生まれ

の幼児　定員　５組

⑤英会話・幼児食試食

とき　７月１３日、午前９時３０分～１１時

ところ　みどり保育園　

定員　１０組

申し込み　②③は当日直接会場へ、①

は６月８日～、④は１５日～、⑤は

２７日～、各園へ　

※いずれも申し込み先着順、各園の電

話番号は下表に記載。



 

児童手当の支払月です

振込日　６月３日（２月～５月分）

児童１人当たりの支給月額　下表のと

おり

●児童手当現況届の提出を　現況届

は、児童の監護（養育）状況などによ

り、引き続き手当の支給要件があるか

を確認する大切な届けです。受給者に

は、６月上旬に現況届の案内を送付し

ますので、６月３０日（消印有効）ま

でに必要事項を記入し、次の書類を添

えて、同封の返信用封筒で郵送してく

ださい。なお、公務員は勤務先での手

続きとなります。

・事業所に勤務し厚生年金などに加入

している人＝受給者本人（口座名義人）

の健康保険証の写しなど

・児童と別居している人＝別居の児童

を含む世帯全員の住民票（続柄の記載

されているもの）と別居監護申立書

・今年１月２日以降に本市に転入され

た人＝今年１月１日現在、住民登録を

されていた市区町村発行の２８年度所得

証明書（児童手当用）

●所得制限　２８年度所得が所得制限限

度額を超えている場合は、次回の１０月

振り込み分（６月～９月分）以降の児

童手当の支給月額が児童の年齢に関係

なく、児童１人当たり５０００円となりま

す。なお、限度額は下表のとおりです。

問い合わせ　こども未来室（内線２０５）

児童福祉
夏休みから児童館活動への入
会を希望する場合は7月9日
までに受け付けを

　夏休みから入会を希望する児童は、

７月９日までに入会申請を済ませて

ください。７月１１日～８月３１日ま

では、入会受け付けができません。

活動日　７月の夏休み～２９年３月まで

の月～金曜日の小学校放課後、および

土曜日、夏・冬・春休み期間中（祝日

を除く）　※放課後と春・夏・冬休み期

間は午後５時まで、土曜日は午後４時

まで活動。　

活動場所　児童館

対象者　市内在住で児童館活動に参加

する行き帰りの安全が確保できる小学

１～４年生　※ただし、市立小学校の

学童クラブに入会の児童は除く。

参加費　無料（ただし、教材費など実費）

申し込み　７月９日までに、児童館

で配布する申込用紙に必要事項を記入

し、児童館へ

 

就学援助費の申請を

　経済的な理由で、市立小・中学校へ

の就学が困難な家庭に、費用の一部を

援助します。対象となるのは学用品

費、小学校の給食費、修学旅行費、医

療費（虫歯、中耳炎、結膜炎（アレル

ギー性含む）など）です。

添付書類　今年１月２日以降に転入し

た人や単身赴任などで市外に居住して

いる人は１月１日に住民登録されてい

た市区町村が発行する２８年度所得証明

書　※本市で課税される人についての

所得は、教育指導室で確認します。申告

がまだの人は必ず済ませてください。

申し込み　６月１日～３０日（土・

日曜日を除く、午前９時～午後５時３０

分）までに教育指導室、金剛連絡所、

在学する小・中学校へ（すでに援助を

受けている人も再度申請が必要です） 

※市教育委員会で、申請書や所得金額

などを審査の上、認否を決定し８月末

までに通知します。

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

教　育

就園奨励費の申請を

　私立幼稚園就園に伴う保護者の経済

的負担を軽減するため、就園奨励費を

支給します。

申し込み　各園で配布する申請書に必

要事項を記入し、６月３０日までに在

園する幼稚園へ　

※申請書は６月上旬より各園で順次配

布します。

※対象となる園児および世帯区分など

詳しくは申請書をご覧いただくか、各

園またはこども未来室（内線２９２）へお

問い合わせください。

 

親子ふれあい事業（１学期編）

●親子でバドミントン編

とき　６月２５日、午前９時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　ラケットの振り方などを学び、

親子でバドミントンを楽しむ

対象者　市内在住・在勤・在学の小学

生とその保護者　

定員　１０組２０人　参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、上靴、飲み

物、ラケット（貸し出しあり）

申し込み　６月６日～１３日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果は郵送でお

知らせします。定員に満たなかった場

合は、引き続き受け付けます。

育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　７月１３日、午後０時５０分～３

時１５分　

ところ　保健センター

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　６月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

講座･催し

２１



２２

税務相談センターを開設

　近畿税理士会富田林支部では、「税務

相談センター」

を開設し、国税

などに関する税

務相談を無料で

実施します。

とき　６月１０日、７月８日、８月１２日、

９月９日、１０月１４日、１１月１１日の金曜

日、いずれも午後１時～４時

ところ　市役所１階課税課前会議室

申し込み　相談希望日の１週間前まで

（月～金曜日の午前９時～午後４時）

に、電話で同支部（若松町西二丁目１７０２

の１）〔(２５)６２５０〕へ

ものわすれ相談のご利用を

　ものわすれなどの気掛かりな症状や

認知症の予防、認知症の人への対応方

法などの相談を看護職がお伺いしま

す。

　また、タッチパネル式のパソコンを

使った「ものわすれ健診」も実施しま

す。

とき　６月８日、午後１時３０分～３

時

ところ　総合福祉会館（当日、直接会

場へ）　

参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線１８９）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

不動産に関する無料相談

　「大阪府宅地建物取引業協会南大阪

支部」と「全日本不動産協会大阪府本

部大阪南支部」が連携し、不動産に関

する無料相談を実施します。

とき　７月７日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　住宅の購入や賃貸マンションの

契約など不動産を安全に取引するため

の事前相談　

定員　６人（申し込み先着順）　

申し込み　６月６日～７月６日

（土・日曜日を除く、午前９時～午後

４時）までに、「大阪府宅地建物取引業

協会南大阪支部」〔０７２(９５８)３００５〕へ

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



母子・父子家庭高等職業訓練
促進給付金等事業

　本市では、ひとり親家庭の親が就業

に結びつきやすい資格を取得するため

に、養成機関で講座を受講する場合に、

その期間中の生活の不安を解消し、安

定した就業環境を維持することを目的

に、同給付金を支給します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

で、児童扶養手当の支給を受けている、

または同様の所得水準にある人

対象となる資格　看護師、准看護師、

介護福祉士、保育士、理学療法士、作

業療法士、歯科衛生士、美容師、社会

福祉士、製菓衛生士、調理師

給付金の種類

①訓練促進給付金　支給期間の上限は

３年間で、次の金額を支給

●市・府民税非課税世帯＝月額１０万円

●市・府民税課税世帯＝月額７万５００円

②修了支援給付金　各資格の養成課程

修了後、次の金額を支給

●市・府民税非課税世帯＝５万円

●市・府民税課税世帯＝２万５０００円

※同事業利用には受講開始前に事前の

相談が必要になります。

※修業年限が１年以上の養成機関にお

いて修業する場合のみ対象となりま

す。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）

ひとり親家庭高等学校卒業程
度認定試験合格支援事業

　本市では、ひとり親家庭の親の自立

および生活の安定に寄与することを目

的に、高等学校卒業程度認定試験の合

格をめざして、民間事業者などが実施

する対策講座を受講する場合に、その

費用に対して給付金を支給します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

または児童で、申請者が児童扶養手当

の支給を受けている、または同様の所

得水準にある人

給付金の種類

①受講修了時給付金　受講後に対象講

座の受講のために支払った費用（入学

料および受講料に限る）の２０㌫を支給

※支給額の上限は１０万円です。ただ

し、支給額が４０００円を超えない場合は

 

水道の漏水にご注意ください

　水道水の使用量が増える原因には、

使用状況の変化や漏水、季節的な要因

などの理由が考

えられます。

　特に漏水は、

始めのうちはわ

ずかでも、その

量は日ごとに多

くなっていきま

す。これが続く

と、貴重な水が無駄になり料金も高額

になります。

　水道メーターを確認し、水道を使用

していないのにパイロットが回転して

いるときは、漏水の疑いがありますの

で市管工事業協同組合〔０１２０(０３２)

４９７〕へご相談ください。

 

母子・父子家庭自立支援教育
訓練給付金事業

　本市では、ひとり親家庭の親の自立

促進を図ることを目的に、同給付金を

支給します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

で、児童扶養手当の支給を受けている、

または同様の所得水準にある人で、雇

用保険法による教育訓練給付制度の受

給資格を有していない人

対象となる講座　雇用保険法による教

育訓練給付制度の指定教育訓練講座

支給額　対象講座の受講のために支

払った費用（入学料および受講料に限

る）の６０㌫を支給

※支給額の上限は２０万円です。ただ

し、支給額が１万２０００円を超えない場

合は支給しません。

※同事業利用には、受講開始前に事前

の相談と対象講座の指定申請が必要に

なります。また、指定講座受講終了後

に支給申請が別途必要です。詳しくは

お問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）

上下水道

教　育

支給しません。

②合格時給付金　合格後に対象講座の

受講のために支払った費用（入学料お

よび受講料に限る）の４０㌫を支給

※ただし、①と②の支給合計額の上限

は１５万円です。

※同事業利用には受講開始前に事前の

相談と申請が必要になります。詳しく

はお問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室(内線２０６）

 

引きこもり相談窓口

　市内在住の１５歳（中学校卒業後）か

らおおむね３９歳までの人で引きこもり

などに悩んでいる人とその保護者を対

象に、カウンセラーによる相談を実施

します。

とき　①６月２３日、②７月２８日、

いずれも午後１時～２時３０分、午後２

時３０分～４時

ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は６月６日～１６日、

②は７月６日～２１日（土・日曜日、

祝日を除く、午前９時～午後５時３０分）

までに、生涯学習課〔(２４)１４５１〕へ

子どもの人権110番電話相談

　法務省の人権擁護機関では、「子ども

の人権１１０番」を設置しています。

　このたび、強化週間としていじめや

不登校、体罰、児童虐

待などについて、人権

擁護委員や法務局職員

が電話で相談を受け付

けます。

　相談は無料、秘密は

厳守しますのでご利用

ください。

とき　６月２７日～７月３日、午前

８時３０分～午後７時（土・日曜日は午

前１０時～午後５時）

相談専用電話〔０１２０(００７)１１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部

〔０６(６９４２)９４９６〕

相　談

２３



介護保険認定申請や住宅改修
についての強引な勧誘にご注
意ください

　最近、市役所関係者を装い「介護保

険認定があれば、住宅改修が安くでき

る」などと言って訪問し、介護保険の

認定申請を迫ったり、住所や名前など

を控えて、勝手に申請をしたりする

ケースが発生しています。

　介護保険の住宅改修は、自立を支援

するために大きな意義を持つものです

が、皆さんからの大切な保険料などに

より賄われています。工事をされる場

合は必要性などを十分にご検討くださ

い。

強引な工事業者に 騙 されないために 
だま

○いらないと思ったものはハッキリと

断りましょう 

○ その場で決めないで、家族や友人、

ケアマネジャーに相談しましょう 

○ 住所や名前、電話番号などを不用意

に教えないようにしましょう 

　怪しいなと思ったらまずはお問い合

わせください 。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７７～

１７９）

ぴあ介護相談員募集

　ぴあ介護相談員は、介護保険施設な

どを月４回程度訪問して利用者の声を

聞き、事業者との橋渡しをすることに

より、サービスの向上を図る活動をし

ています。

対象者　市内在住で介護保険サービス

事業所に所属しておらず、介護など福

祉ボランティア活動に理解があり、介

護相談員養成研修（計６日間必須）を

受講できる人

募集人数　４人

申し込み　６月１日～、高齢介護課

に備え付けの応募用紙に必要事項を記

入し、２日～１５日までに高齢介護

課（内線１７７）へ

※一次選考は書類審査、二次選考は面

接（６月２２日）となります。

※募集説明会を６月８日、午後４時

３０分～、市役所５階介護認定審査会室

で開催しますので、希望する人は当日、

直接会場へお越しください。

 

学童クラブ指導員（補助員）
の登録を受け付け

　本市では、児童の健全な育成を図る

ため、全ての市立小学校で学童クラブ

を開設しています。

　学童クラブでは、就労などにより放

課後に保護者が家庭にいない児童を対

象に、遊びや生活の場を提供していま

す（利用の申し込みは随時受け付け）。

　現在、夏休み期間中の開設時間延長

に伴い、指導員（補助員）の登録を受

け付けています。

勤務地　市立小学校内学童クラブ

勤務時間　夏・冬・春休み期間中の月

～金曜日、午前８時～１０時３０分、午後

５時～７時　

賃金　時給９６０円　

申し込み　６月２０日までに、履歴書

に資格証明書などを添えてこども未来

室（内線２９６）へ

※教員・保育士の資格免許を有する人、

または子ども会活動などで指導者とし

ての知識・経験が豊富な人を優先しま

す。

市立保育所夏期アルバイト募集

勤務期間　７月２１日～８月３１日

（土・日曜日、祝日は除く）

勤務地　市立保育所

職種　保育士など

対象者　１８歳以上の人（高校生は除く）

※有資格者を優先します。

賃金　時給１０４０円（保育士資格のない

人は時給９６０円）

申し込み　６月２０日までに、こども

未来室または各保育園に備え付けの申

込用紙に必要事項を記入し、写真を添

えて、こども未来室（内線２９６）へ

募　集
 

28年度市・府民税納税通知書
を送付

　２８年度の市・府民税納税通知書は、

６月８日に発送する予定です。

　２８年度の市・府民税（住民税）は、

２７年中に所得があり、２８年１月１日現

在、市内に在住または事業所などを有

する人に課税されます。

　通知書がお手元に届きましたら、期

割とそれぞれの納期限をご確認の上、

期限内に納付してください。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２、

１１７）

土地の利用変更や家屋の新築・
増築、取り壊しをした場合は届
け出を

　宅地や農地、山林を駐車場や資材置

き場などに利用される場合や、元に戻

された場合は、課税方法・税額が変わ

りますので届け出てください。

　また、家屋の新築や増築、取り壊し

をされた場合も必ず届け出をしてくだ

さい。

　なお、倉庫や物置なども課税の対象

となる場合があります。

　いずれも法務局で、土地については

地目変更登記、家屋については表題・

滅失登記を済まされた場合は必要あり

ません。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

税

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４



 

ワンポイント！介護講習会

　在宅介護に必要な介護方法につい

て、実技を中心とした講習会を開催し

ます。

とき　６月２４日、午後２時～３時３０分

ところ　中央公民館喜志分館（レイン

ボーホール内）　※駐車場には限りが

ありますので、できるだけ公共交通機

関をご利用ください。

内容　 清 
せい

 拭 介助、ベッドや車いすへの
しき

移動・移乗介助について

定員　３０人　参加費　無料

持ち物　飲み物 

申し込み　６月２２日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

福祉（介護・看護など）の　 
お仕事・事業所見学会

とき　６月２０日、午後１時５０分～

ところ　医療法人弘生会老寿サナトリ

ウム（河内長野市小山田町３７９の５）

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野

〔(５３)３０８１〕

 

28年４月分以降の年金額は
27年度から据え置きとなり
ます

　２８年４月分（６月１５日支払い分）

からの年金額は、法律の規定により、

物価、賃金によるスライドはされず、

２７年度から据え置きとなります。

　ただし、２７年１０月に施行された、被

用者年金一元化法により、年金額（年

額）の端数処理がそれまでの１００円未満

四捨五入から、１円未満四捨五入に改

められたため、２８年４月分から、月額

で数円の増減が生じます。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

講　座

国民年金

年金受給者への振込通知書の
送付は年１回です

　国民・厚生・船員年金は、年６回偶

数月に２カ月分支給（支払い月の前２

カ月分）されますが、年金振込通知書

は毎年６月の年１回、１年間の年金支

払予定額などのお知らせとともに送付

します。ただし、郵便局の窓口で年金

送金通知書により現金で年金を受け

取っている人は、年６回支給月ごとに

年金送金通知書が送付されます。

　なお、年度途中で年金の支給額や振

込金融機関などに変更があった場合は

その都度、変更後の額や金融機関につ

いてお知らせします。年金振込通知書

は、大切に保管してください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

28年度保険料額が決定しま
した～６月中旬に本決定通知
書を送付します～

　６月中旬に国民健康保険の被保険者

世帯に保険料の本決定通知書をお送り

します。同通知書では、２７年中の収入

を基に確定した年額保険料額を、６月

から来年３月までの１０期分に等分して

賦課しています。

※保険料を納付書で納められる場合

は、納付期限内に納めてください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、

１５１）

 

愛の献血

　富田林商工会青年部では、病気やけ

がなどで輸血を必要としている人のた

め、次のとおり献血を実施します。

とき・ところ　６月１１日、午後２時

～４時３０分＝すばるホール

※献血を受けていただける条件など詳

しくはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２００〕

国民健康保険

福　祉

献血にご協力を

とき・ところ　６月１５日＝午前１０時

～午後０時３０分＝錦郡小学校、７月２

日、午前１０時～午後４時３０分＝エ

コール・ロゼ

※献血を受けていただける条件など詳

しくはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２００〕

軽度難聴児の補聴器購入費を
一部助成します

　難聴児が早期に補聴器を装着するこ

とは、日常生活や学習への支障を少な

くし、言語能力の獲得に非常に有効で

あることから、本市では軽度難聴児（１８

歳未満で両耳の聴力が３０デシベル以

上）に対して補聴器の購入費用の一部

を助成することになりました。なお、

府では中度難聴児（両耳の聴力が６０デ

シベル以上７０デシベル未満）に対して、

補聴器購入費用の一部を助成していま

す。

※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９３）

 

第19回府介護支援専門員　　
実務研修受講試験

　府介護支援専門員実務研修受講試験

申込書を、６月２０日まで高齢介護課、

金剛連絡所、人権文化センター、けあ

ぱる、市社会福祉協議会、富田林保健

所、南河内府民センターで配布します。

※詳細は、申込書に添付の要領をご覧

ください。

■資格更新を忘れていませんか

　介護支援専門員の資格は、５年ごと

の更新が必要です。

　更新するためには、有効期間満了日

までに更新研修を修了し、更新の申請

手続きをする必要があります。

問い合わせ　（一財）府地域福祉推進財

団（ファイン財団）ケアマネ係〔０６

(６７６３)８０４４〕、資格更新に関することは

（公社）大阪介護支援専門員協会

〔０６(６３９０)４０１０〕

介護保険

２５
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２６

知っておきたい薬草の話

とき　６月１６日、３０日、午後７時

～８時３０分　ところ　金剛公民館

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料　持ち物　筆記用具

申し込み　６月７日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）

 

 

●囲碁クラブ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ多数　

Ｃ毎日（休館日は除く）、午後１時～５

時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入会金５００円、

年額３５００円　Ｆ・Ｇ白石　徹さん〔(２４)

７５８７〕

●富謡会（謡曲）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ第１・２・４火曜日、午後１時

～４時　Ｄ金剛公民館　Ｅ月額５００円

（別途教材費実費）　Ｆ・Ｇ日野　厚実

さん〔０９０(９２７０)４６２９〕（午前１０時～正

午）

●富田林女声コーラス

Ａ女性　Ｂ若干名　Ｃ毎週木曜日、午

前１０時～正午　Ｄ中央公民館　Ｅ月額

２５００円（別途教材費実費）　Ｆ・Ｇ田附

玲子さん〔(２５)６５０１〕

●ギタークラブ・プエンテ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ毎週木曜日、午後６時３０分～９

時　Ｄ金剛公民館　Ｅ月額５００円　Ｆ・

Ｇ梶谷　利典さん〔(２３)４７３８〕（午後

６時～９時）

●むつみ会（卓球）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ毎

週土曜日、正午～午後３時　Ｄ東公民

館　Ｅ３カ月１０００円　Ｆ・Ｇ川久保　

泰明さん〔(２５)２１１７〕（午後１時～５時）

●パンダクラブ（卓球）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

毎週金曜日、正午～午後３時　Ｄ東公

民館　Ｅ年額２０００円　Ｆ・Ｇ門林　俊

雄さん〔(２５)２５５２〕、田中　多賀子さん

〔(９３)２２７５〕（いずれも午後６時以降）

クラブ員募集

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

●紙粘土工芸ピュアドール

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

第２・４金曜日、午前９時３０分～正午

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額５００円（別途教材

費実費）　Ｆ・Ｇ今澤　佐代子さん〔(２８)

１３５０〕（午前９時以降）

●金剛書道クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ第２・４金曜日、午後６時３０分

～８時３０分　Ｄ金剛公民館　Ｅ月額

１２００円（別途教材費実費）　Ｆ・Ｇ谷口

百合子さん〔(２８)４６７８〕

●あじさい（華道）

Ａ市内在住の人　Ｂ若干名　Ｃ第１・

３水曜日、午前９時３０分～１０時３０分　

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額２５００円（教材費

含む）　Ｆ・Ｇ小池　幸代さん〔(２９)

５８５５〕（正午以降）

●富田林リトルリーグ（硬式野球）

Ａ小学生　Ｂ多数　

Ｃ毎週土・日曜日、

祝日、午後１時～６

時　Ｄ藤沢台小学校

または金剛中央グラ

ウンド　Ｅ入会金

５０００円、月額６０００円　Ｆ・Ｇ井上さん

〔０９０(３９７３)６０１１〕

●富田林シニアクラブ（スローピッチ

ソフトボール）

Ａ６０歳以上の男性、３０歳以上の女性　

Ｂ若干名　Ｃ毎週火・木曜日、午後１

時～４時　Ｄ若松東グラウンド　Ｅ月

額１０００円（別途保険代実費）　Ｆ・Ｇ福

井さん〔(２４)９７１０〕

※体験随時受け付け。

●マイフレンド（バドミントン）

Ａ２０歳以上の女性　Ｂ多数　Ｃ①毎週

火曜日、午後１時～５時、②毎週金曜

日、午前９時～正午　D①市民総合体

育館、②青少年スポーツホール　Ｅ月

額３０００円　Ｆ三根さん〔０９０(３６７２)

９８４８〕　Ｇ藤田さん〔０９０(１９０６)７８０５〕

（午後９時３０分以降）

※体験随時受け付け。

●トマト（ストレッチ・筋トレ）

Ａおおむね６０歳以上の人　Ｂ若干名　

Ｃ毎週木曜日、午後１時～２時４０分　

Ｄ市民総合体育館　Ｅ月額１５００円　Ｆ

北島さん〔(２８)３６４０〕　Ｇ河野さん〔(３５)

２９００〕

《新刊案内》

■小説など

ソウル行最終便　　　　　　　安東　能明

テミスの休息　　　　　　　　藤岡　陽子

本懐に候　　　　　　　　　　山本　音也

仕事文具　　　　　　　　　　　土橋　正

おはなし会

①中央図書館　６月１２日、２６日

②金剛図書館　６月４日、１８日、７月

２日

③喜志分室　６月２６日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③は午後３

時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　６月５日、１９日、７月３日

、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　６月１１日、２５日、午後３時

～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　６月１７日、①午前１０時１０分

～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　６月９日、③午前１０時１０分

～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０分、１６日

、⑤午前１０時１０分～１０時４０分、⑥午前１１

時～１１時３０分　※①③④は６カ月～１歳未

満の乳児と保護者、②⑤⑥は１歳児と保護

者対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程



けあぱるパソコン講座

①ｉＰａｄで認知症を予防しましょう

とき　７月１４日、２１日、２８日、

午前１０時～正午（全３回）

②フェイスブックを使ってみましょう

とき　８月４日、１８日、２５日、

午前１０時～正午（全３回）

③ワードでちらしや新聞をつくりま

しょう

とき　９月８日、１５日、２９日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　①５人、②③各８人

参加費　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　①なし、②ノートパソコン、

③ノートパソコン（ワード２０１０または

２０１３が搭載されたもの）

申し込み　いずれも６月９日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不可、

定員①２人、②③各３人、申し込み先着

順）

※６月１６日以降は電話でも受け付け。

※いずれも６月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

①３人、②③各５人、申し込み先着順）。

フルート体験教室

とき　７月１日、午後３時～４時３０分

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料　

持ち物　なし（フルートをお持ちの人

は持参してください）

申し込み　６月６日～、梅田　佐都

美さん〔０９０(５１５５)７８３８〕または、宮

川　京子さん〔(２８)４３９５〕へ

初めての団体を優先）　費用　無料

申し込み　中央公民館に備え付けの申

請用紙に必要事項を記入し、６月７日

～、中央公民館へ　

※営利に係る事業や飲酒を伴う行事へ

は協力できません。また希望する内

容、日時で実施できない場合もあります。

総合福祉会館講習会案内

①パソコン講習会

とき　７月７日～９月１５日の毎週木曜

日（８月１１日は除く）、午後２時～４時

（全１０回）　

内容　基礎から学ぶワードとエクセル

対象者　市内在住で６０歳以上の人、一

人親家庭の人、身体障がい者手帳を有

し、パソコンなどの改造を必要とせず

に文字入力ができる人　定員　１０人　

参加費　無料（テキスト代実費）

②英会話教室

とき　７月１日～８月２６日の毎週金曜

日（７月２９日は除く）、午後２時～４時

（全８回）　

内容　日常生活入門編、あいさつなど

対象者　市内在住で６０歳以上の人、一

人親家庭の人、身体障がい者手帳を有

する人　定員　１６人

参加費　無料（テキスト代実費）

③シニア男性向け料理教室

とき　７月５日、８月２日、９月

６日、午前１０時～午後２時（全３回）

対象者　市内在住で６０歳以上の男性

定員　１０人　

参加費　２１００円（食材費含む）

※いずれも総合福祉会館で実施。

申し込み　いずれも、６月８日～１５

日までに総合福祉会館へ（電話申し

込み不可）　※申し込み多数の場合抽

選。

２７

  

市民後見人講演会　　　　　
～市民後見人養成講座オリエ
ンテーション～

とき・ところ　①６月１４日、午後２

時～４時３０分＝市消防本部、②７月９

日、午後２時～４時３０分＝大阪社会

福祉指導センター（大阪市中央区中寺

一丁目１の５４）　

内容　講演「成年後見制度の概要と市

民後見人の役割」、市民後見人活動の紹

介、市民後見人養成講座についての説

明など

定員　①８０人、②２００人（申し込み先着

順）　※定員に満たなかった場合は、当

日参加も受け付けます。

参加費　無料（交通費実費）

申し込み　いずれも６月６日～、

ファクスで参加者の住所、氏名（ふり

がな）、電話番号、希望場所を府社会福

祉協議会内大阪後見支援センター〔０６

(６７６４)７７６０・０６(６７６４)７８１１〕へ　

※同オリエンテーションはどなたでも

ご参加できますが、８月から実施する

市民後見人養成講座の対象は、２５～７０

歳未満の人です。また、この講座を受

講するには同オリエンテーションへの

参加が必要です。

公民館巡回劇場

　子ども会、ＰＴＡ、老人会、町会

（自治会）などの団体を対象に、公民

館クラブ連絡会に所属する市民サーク

ルが人形劇・楽器演奏などの出前公演

を実施します。

定員　８組（申し込み先着順、ただし

 カルチャー

※広告の問い合わせは、情報公開課(内線３２６)へ。

PC14D001
タイプライターテキスト
広告枠
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サバーファームだより

　バラ園では、バラの花が見頃を迎え

ています。また、どろんこランドでは、

赤くて甘いフルーツトマトの収穫が楽

しめます。

●クラフト教室

とき　６月５日、１９日、午後１時

３０分～３時　

内容　ドライフラワーリース、帽子の

壁掛け、押し花のティッシュケース

※いずれかを選択して作ります。

定員　各２０人　

参加費　５００～８００円

※当日、午前９時３０分～受け付け（申

し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

自然保全活動と自然に親しむ催し

①米作り体験（田植え）

とき　６月１１日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作りま

す）、タオル、着替え

②昆虫ウォッチング

とき　７月１６日、午後３時～９時　

持ち物　弁当、水筒、懐中電灯、採集用具

③里山ホリデー（里山保全活動）

とき　７月２４日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作ります）

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、参

加費は３００円（小学生以下は無料、ただ

し保護者同伴）。①は動きやすい服装

（長ズボンで参加する場合は裾がめく

り上げられるもの）、②③は長袖、長ズ

ボン、帽子、軍手、安全な靴で参加し

てください。当日、午前７時の天気予

報で降水確率が５０㌫を超えた場合は中

止としますが、①は６月１２日に延期

します。

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ホームページ〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

  

河内音頭講習会

　河内音頭は、市内各所で開催される

盆踊りで歌われる歌で、曲に合わせて

みんなで踊り、夏から秋にかけての風

物詩として多くの市

民に親しまれていま

す。しかし近年、河

内音頭に合わせて踊

れる人が少なくなっ

てきました。

　本市の河内音頭保存会では、市民対

象の講習会や中学校の文化教室へ講師

を派遣させるなど河内音頭の紹介、普

及活動に努めています。

　同保存会では、河内音頭の良さや楽

しさを知っていただくため、次のとお

り同講習会を開催しますので、ぜひご

参加ください。

　また、盆おどり大会への踊り子派遣

や講習会への講師派遣を随時受け付け

ていますので、詳しくはお問い合わせ

ください。

とき　６月２１日、２８日、７月５日

、いずれも午後７時～８時３０分　

ところ　すばるホール

定員　各５０人　参加費　無料

申し込み　６月１４日（消印有効）ま

でに、往復はがき（１枚に１人）に盆

おどり講習会参加希望、住所、氏名、

電話番号、参加希望日（１日のみでも

可）と返信用はがきに宛名を記入し、

５８４-８５１１常盤町１の１　商工観光課

（内線４８３）へ（申し込み多数の場合抽

選）

普通救命講習会

　ＡＥＤの使い方を含む心肺蘇生法を

学んでいただく講習会を開催します。

とき　７月１５日、午後１時～５時（午

後０時４５分～受け付け） 

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　筆記用具、動きやすい服装

申し込み　６月６日、午前１０時～、

レインボーホール（市民会館）へ

 カルチャー 新舞踊・民謡踊り体験教室

とき　７月１日、午後１時～４時　

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　６月１７日～、神保　君子

さん〔(２４)７０６７〕または、黒川　律

子さん〔(３５)７０２２〕へ

はじめての手話教室　　　　
～手話で話そう～

とき　６月３０日～９月８日の毎週木曜

日（８月１１日は除く）、午後７時～９時

（全１０回）　ところ　人権文化センター

対象者　市内在住・在勤・在学の中学

生以上で初めて手話を学ぶ人（中学生

は保護者同伴）

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　６月１５日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

手話体験教室～聞こえない人
たちと話してみよう～

とき　６月２１日、午前１０時～正午

ところ　中央公民館

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料　講師　中央公民館クラ

ブ「手話サークル虹」

申し込み　６月７日～、津嶋　眞弓

さん〔・(２５)６６０３〕（午前９時～午

後９時）へ（電話・ファクス申し込み可）

すばる第九シンフォニー2016
出演者募集

　すばる第九を歌う会では、１２月１１日

に開催する同シンフォニー２０１６に出

演する合唱団員を募集します。

募集パート　ソプラノ、アルト、テノー

ル、バリトン　

練習日　６月１２日～原則日曜日、午前

１０時～正午

※詳しくはお問い合わせください。

練習場所　大阪大谷大学内カトレア

ホール、すばるホール、レインボーホー

ル（市民会館）

参加費　１万円（大学生までは無料）

問い合わせ　畑中さん〔(２４)８１９６〕

２８



  

第6回「 石上 露子生誕祭」
いそのかみ

　寺内町で生まれ育った明星派歌人、

石上　露子の誕生月が６月にあたるこ

とにちなみ、露子を顕彰

する催しを実施します。

①生誕祭セレモニー

とき・内容など　６月

１１日、午前１１時～１１

時３０分＝供茶、献花、

筝曲の演奏、午前１１時

３０分～午後２時＝お茶席（ 立 
りゅう

 礼 
れい

 席 ）
せき

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

②露子文学講演会

とき　６月１１日、午後２時３０分～４

時３０分（午後２時～受け付け）

ところ　旧田中家住宅

定員　８０人

③黄昏コンサート

とき・内容など　６月１１日、午後６

時～７時３０分（午後５時３０分開場）＝

露子歌曲の合唱、「露子の歌詞」公募優

秀作品の発表と表彰

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

定員　８０人

参加費　①は入館料大人４００円・小人

２００円（お茶席には、お茶・お菓子代

４００円が別途必要）、②③は無料　

※いずれも当日、直接会場へ。

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

第66回市民文化祭

■民謡大会

　三味線合奏、尺八演奏と昔から親し

まれてきた唄を発表します。

とき　６月１９日、午前１０時３０分開演

ところ　すばるホール４階銀河の間

定員　２００人

■ダンスフェスティバル

　老若男女が、さまざまなジャンルの

踊りを発表します。

とき　７月３日、午後４時３０分開演

ところ　すばるホール２階ホール

定員　８００人

※いずれも入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　すばるホール

  イベント 第66回市民文化祭　　　　  
参加者募集

①筝・三絃・尺八演奏会　

とき　１０月２日

ところ　すばるホール

定員　１３組

②謡曲大会

とき　１０月２日

ところ　すばるホール

定員　１００人

③市民吟詠大会

とき　１０月１０日

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　７０人

④茶華道大会

とき　１０月２２日、２３日

ところ　すばるホール

定員　４０人

対象者　市内在住・在勤の人（①は５

人以上の団体）

申し込み　すばるホール、中央・金剛・

東公民館、レインボーホール（市民会

館）、市役所１階情報公開課に備え付け

の申込書に必要事項を記入し、６月１９

日（月曜日を除く午前９時～午後５

時）までにすばるホール（５８４-００８４

桜ケ丘町２の８）〔(２５)０５５０〕へ（申

し込み多数の場合抽選、ファクス・郵

送での申し込みも可）

問い合わせ　すばるホール

「ペット自慢！」写真展2016
作品募集

　レインボーホール（市民会館）では、

７月１０日～８月２０日の間、皆さん

が撮った「自慢のペットの写真」を展

示します。

　このたび、同展に展示する写真を次

のとおり募集します。

対象写真　皆さんの自慢のペットの一

押し写真（Ａ４サイズの台紙１枚分、

台紙の範囲内であれば複数枚の応募

可）　※公共の場にふさわしくないと

判断した写真の展示はお断りすること

があります。

※詳しくはお問い合わせください。

申し込み　７月１日～８月８日

（休館日を除く、午前９時～午後５時

３０分）までに同ホールへ

多文化いどばたカフェ　　　
～わたし流・韓国と日本の文
化比較～

　日本と韓国は、近ごろ、身近な旅行

先として双方に人気があり、それぞれ

の文化への関心も高まっています。

　長年日本に住む申　美恵さん（ＮＰ

Ｏ法人とんだばやし国際交流協会韓国

語講師）が、実際に体験した両国の習

慣や文化の違いを紹介します。

とき　６月１５日、午後１時３０分～３

時 

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　３００円（お茶付き）

申し込み　６月６日～、同協会〔(２４)

２６２２〕へ

フェスタブラジル！

　８月にオリンピックが開催される、

リオデジャネイロ（ブ

ラジル）のことを知っ

てもらうため、日系ブ

ラジル人の人たちか

らお話を聞いたり、ブ

ラジルの料理（ソウル

フード）を食べたりしながら交流しま

す。

とき　６月１１日、正午～午後４時

ところ　ＭＡＰカフェ（本町１２の１１）

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　１０００円（小学生以下５００円）

申し込み　６月６日～、（一社）市人

権教育啓発・推進センター〔・(２０)

０２８５〕へ（電話・ファクス申し込み可）

ミニコンサートと合唱体験

　市少年少女合唱団では、かわいい歌

から合唱曲まで、楽しい歌をたくさん

歌います。

　みんなで一緒に歌いませんか。

とき　６月１２日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　金剛公民館２階ホール

定員　１２０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　鷲見さん〔(２１)３６２０〕

２９



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

６月・７月の                         
市民総合体育館の共用使用　

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》

とき　６月８日、２２日、７月１３日

、２７日、正午～午後３時

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　とき　６月２日、１６日、

７月７日、２１日、８月４日、午

後６時～９時

③柔道場　とき　６月５日、１９日、

７月３日、１７日、午後６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として小学校の校庭

を開放し、交通事故

やその他の危険から

守るとともに、健全

な育成を図ることを

目的に同事業を実施

します。

とき　①６月１９日、７月１７日、②

６月２６日、いずれも午後１時～４時

ところ　①富田林小学校、大伴小学校、

②寺池台小学校

対象者　市内在住・在学の子どもとそ

の保護者

問い合わせ　生涯学習課〔(２０)０３９０〕

（ただし、当日は市役所へお問い合わ

せください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

  

きらめきファクトリー　　　
イベント

①レーザーカッターdeカトラリー

　木製のスプーンとフォークのセット

「カトラリー」にレーザーカッターで

刻印するワークショップ

を開催します。

　実際に描いたり、見本

から選んだりした文字や

絵が、レーザーカッターによって刻印

されていく様子をお楽しみください。

とき　６月１０日、午後１時～６時（１

回１５分～３０分程度）

ところ　きらめきファクトリー２階

定員　１０組（１組３人まで）　※当日、

直接会場へ。

参加費　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

②活版樹脂版を作ろう

　活版印刷に使う樹脂版を作るワーク

ショップを開催します。

　デザインから加工、プリントまで楽

しく体験できます。

　完成した樹脂版は、最後に穴を開け、

キーホルダーにしてお持ち帰りいただ

けます。

とき　６月２９日、午後１時～２時、

２時～３時、３時～４時、４時～５時、

６時～７時

ところ　きらめきファクトリー２階

定員　各回１組（１組２人まで）　※申

し込み先着順。　

参加費　無料

申し込み　６月６日、午前１０時～、

きらめきファクトリーへ（電話申し込み可）

  イベント すばるスペースアート展　
2016作品募集

　７月１６日～１８日にすばるホール

で開催される宇宙をテーマにした絵画

展の展示作品を募集します。

募集作品　①小学生の部＝四つ切り画

用紙（各自で用意）、②幼児（小学生未

満）の部＝すばるホールで配布する画

用紙　※絵の具、クレヨン、色鉛筆な

どで宇宙をテーマにした絵を自由に描

いてください。

申し込み　６月１日～７月１０日、

午前１０時～午後５時までにすばるホー

ル２階受付カウンターへ

※①②以外の年齢の人も応募できます

が、画用紙（サイズは

最大四つ切りまで）は

各自で用意してくださ

い。

※応募された作品は全て展示し、全員

に参加記念品を用意しています。

撞球・将棋・囲碁大会

①撞球大会

とき　６月２３日　定員　３０人

②将棋大会

とき　７月１２日　定員　３２人

③囲碁大会

とき　７月１４日　定員　６４人

※いずれも午前９時３０分開始。

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者、一人親家庭の人

参加費　無料

申し込み　①６月９日～１５日、

１３日～２１日、③１５日～２３日ま

でに総合福祉会館へ（いずれも申し込

み先着順、電話申し込み可）

３０

※広告の問い合わせは、情報公開課(内線３２６)へ。
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《陸上の部》

⑪バランスボール　７月１２日～９月２０

日の毎週火曜日（８月１６日は除く）、午

後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　７月１４日～９月２９日の

毎週木曜日（８月１１日、９月２２日は除

く）、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ピラティス　７月１４日～９月２９日の

毎週木曜日（８月１１日、９月２２日は除

く）、午前１１時～正午

⑭ヨガ　７月１４日～９月２９日の毎週木

曜日（８月１１日、９月２２日は除く）、午

後１時～２時

⑮ライトヨガ　７月１４日～９月２９日の

毎週木曜日（８月１１日、９月２２日は除

く）、午後２時３０分～３時３０分

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑩は各２０

人、⑪は１０人）　参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　６月８日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

グラウンドゴルフ大会

とき　６月２１日、午前９時４５分～午

後０時３０分（午前８時４５分～受け付け、

雨天時は２８日に順延）　

ところ　石川河川敷川西グラウンドゴ

ルフ場　内容　２４ホールストロークプ

レー　定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　６月７日～１６日までに

市民総合体育館〔(２５)１４４０〕へ（電

話・ファクス申し込み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてのスイミング　７月１２日～

９月２０日の毎週火曜日（８月１６日は除

く）、午後１時～２時

②スイムトレーニング　７月１２日～９

月２０日の毎週火曜日（８月１６日は除

く）、午後２時３０分～３時３０分

③アクアビクス　７月１３日～９月２１日

の毎週水曜日（８月１７日は除く）、午前

１１時～正午

④４泳法チャレンジ　７月１３日～９月

２１日の毎週水曜日（８月１７日は除く）、

午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　７

月１３日～９月２１日の毎週水曜日（８月

１７日は除く）、午後３時～４時

⑥クロール入門　７月１４日～９月２９日

の毎週木曜日（８月１１日、９月２２日は

除く）、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　７月１４日～９月

２９日の毎週木曜日（８月１１日、９月２２

日は除く）、午後２時３０分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス　７月１５日～９月２３日

の毎週金曜日（８月１２日は除く）、午後

１時～２時

⑨リラックススイミング　７月１５日～

９月２３日の毎週金曜日（８月１２日は除

く）、午後２時３０分～３時３０分

⑩アクアトレーニング　７月１６日～９

月２４日の毎週土曜日（８月１３日は除

く）、午後２時～３時

  スポーツ電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　６/６

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　６/６

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　６/５、１２、１９、２６、７/３

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　６/５、１２、１９、２６、７/３

●青少年センター                    (24) 1451

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　６/６、１３、２０、２７、７/４　

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　６/１、８、１５、２２、２９

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　６/４、５、１１、１２、１８、１９、２５、２６、

　７/２、３

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　休みません　

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　休みません

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　６/６、１３、２０、２７、７/４

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

　消防災害情報案内 0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス(防災無線音声確認)

                             0800 (805) 5653

３１



問い合わ問い合わせせ　生涯学習課〔(20)0390生涯学習課〔(20)0390・・(20)0399〕(20)0399〕

7/27/233土

2　244

（総合スポーツ公園野球場（総合スポーツ公園野球場））

富田林バファローズスタジア富田林バファローズスタジアムム

日

午後1午後1時時
試合開始予試合開始予定定

7月１日から前売り券を販売します
※前売りでチケットが完売になった場合、

当日券の販売はありません。

■上野スポーツ　富田林店　　〔(２４)３１３５〕

　　　　　　（午前９時３０分～午後７時３０分）

■上野スポーツ　河内長野店　〔(５３)５００５〕

　　　　　　　　　　（午前１０時～午後８時）
  いずれも日曜日、祝日は午後７時まで、水曜定休日

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

オリックスオリックス・・
バファローバファローズズ

午後０時30午後０時30分分
試合開始予試合開始予定定

広島東洋カー広島東洋カーププ

開催日に無料臨時バスを運行します開催日に無料臨時バスを運行します！！

ウエスタン・リーグ公式戦

南海高野線「金南海高野線「金剛剛駅」駅」⇔富田林市役所⇔富田林市役所⇔富田⇔富田林林バファローズスタバファローズスタジジアムアム
　　　　　※時刻表については、７月号広報でお知らせします※時刻表については、７月号広報でお知らせします。。
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・特産品の即売会・特産品の即売会　・・模擬店 ・模擬店　・物販店物販店

・バファローズ選手とのバーベキュー

※バーベキューについての詳細は６月下旬ごろオリッ

クス・バファローズ公式ホームページ〔http://www.

buffaloes.co.jp/farm/〕にて発表します。

※同フェスティバルで開催されるその他のイベント情

報については６ページをご覧ください。

今年もあります！

楽しいイベントがたくさん楽しいイベントがたくさん！！

みんなきてね～みんなきてね～♪♪

雨天
中止

PC14D001
タイプライターテキスト
広告枠




